
じ
く
も

温
泉
に
負
け
な
い
熱
い
戦
い

　
２
月
３
日
㈬
・
４
日
㈭
の
２
日
間
、
登
別
温
泉
と
カ
ル
ル
ス
温
泉
で
『
第
45

回
登
別
温
泉
湯
ま
つ
り
』
（
市
、
登
別
観
光
協
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
４
日
夜
に
は
『
源
泉
湯
か
け
合
戦
』
が
泉
源
公
園
で
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち

は
お
互
い
の
意
地
と
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
、
迫
力
あ
る
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

※

関
連
記
事
12
ペ
ー
ジ
。
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我
が
国
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、
３

月
11
日
で
５
年
が
経
過
し
ま
す
。

　
被
災
地
の
様
子
を
伝
え
る
報
道
に
触
れ
、
被
害
状
況
が
見
え
て
く
る
に

従
い
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
の
防
災
意
識
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
こ
の
災
害

を
今
一
度
振
り
返
り
、
今
後
の
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

特集　東日本大震災から５年　～『防災』についてあらためて考えてみませんか～特集　東日本大震災から５年　～『防災』についてあらためて考えてみませんか～ 2

特
集
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

〜『
防
災
』に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜東日本大震災　被災直後の様子

【写真提供　岩手県大槌町】
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身
の
危
険
を
感
じ
た
数
分
間

　
平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、
三
陸

沖
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
『
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
』
と
名
付

け
ら
れ
た
こ
の
地
震
は
、
津
波
な
ど
の
被

害
も
含
め
た
大
規
模
災
害
『
東
日
本
大
震

災
』
と
し
て
、
わ
が
国
に
大
き
な
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。

　
登
別
で
は
震
度
３
を
記
録
し
た
揺
れ
で

し
た
が
、
過
去
に
発
生
し
た
地
震
と
比
べ

と
て
も
長
く
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
地
震

と
何
か
違
う
、
と
身
の
危
険
を
感
じ
た
方

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
全
体
で
の
被
害
状
況

　
総
務
省
消
防
庁
の
デ
ー
タ
（
平
成
27
年

９
月
１
日
現
在
）
に
よ
る
と
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
は
、
東
北
地

方
を
中
心
に
１
万
９
千
335
人
、
行
方
不
明

者
２
千
600
人
、
負
傷
者
６
千
219
人
で
す
。

　
こ
の
人
数
を
登
別
市
の
人
口
で
考
え
る

と
、
市
民
の
４
割
以
上
の
方
が
亡
く
な
っ

た
、
ま
た
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
多
く
の
方
が
ほ

ぼ
一
斉
に
居
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
と
、

改
め
て
大
き
な
災
害
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
居
被
害
は
、
全
壊
が
12
万
４

千
690
棟
、
半
壊
が
27
万
５
千
118
棟
、
一
部

破
損
が
76
万
４
千
843
棟
な
ど
と
、
こ
ち
ら

も
甚
大
な
被
害
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
登
別
市
は
、
ど
の
よ
う
な
被
害

を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
登
別
市
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
当
日

を
、
市
が
執
っ
た
対
応
と
併
せ
て
、
時
系

列
順
に
振
り
返
り
ま
す
。

登
別
市
の
対
応
と
被
害
状
況

　
登
別
市
で
は
当
日
15
時
30
分
、
気
象
庁

の
『
津
波
警
報
（
大
津
波
）
』
の
発
表
を

受
け
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
市
内
８

カ
所
に
避
難
所
を
開
設
（
鉄
南
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

鷲
別
公
民
館
、
富
岸
小
学
校
、
幌
別
中
学

校
、
青
葉
小
学
校
、
緑
陽
中
学
校
）
す
る

と
と
も
に
、
道
道
登
別
港
線
の
通
行
止
め

に
合
わ
せ
て
市
道
蘭
法
華
通
り
を
通
行
止

め
に
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
15
時
35
分
、
市
内
海
岸
線
の
２

千
653
世
帯
、
５
千
392
人
に
対
し
『
避
難
指

示
』
を
発
令
し
、
サ
イ
レ
ン
遠
隔
吹
鳴
装

置
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
車
な
ど
で
、

対
象
者
へ
避
難
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

 
16
時
10
分
、
鷲
別
漁
港
に
お
い
て
、
50

㌢
㍍
の
津
波
が
目
視
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

幸
い
、
こ
の
津
波
に
よ
る
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
市
内
８
カ
所
に
開
設
し
た
避
難
所
に
も

市
民
が
続
々
と
詰
め
か
け
、
18
時
40
分
時

点
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
合
計
１
千
470
人
の

市
民
が
避
難
を
し
ま
し
た
。

 
23
時
20
分
、
登
別
漁
港
に
お
い
て
、
１

㍍
の
津
波
が
目
視
に
よ
り
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
津
波
は
同
港
の
岸
壁
を
越
え
る

大
き
な
も
の
で
、
港
内
に
停
泊
し
て
い
た

漁
船
と
漁
港
施
設
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

防
災
意
識
の
変
化

　
東
日
本
大
震
災
は
、
国
民
の
意
識
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
が
、
平
成
24
年
１
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
実
施
し
た
意
識
調
査
で
、

『
東
日
本
大
震
災
後
の
考
え
方
の
変
化
』

と
い
う
設
問
に
対
し
『
防
災
意
識
の
高
ま

り
』
と
の
回
答
が
52
・
０
㌫
で
最
多
（
全

国
20
歳
以
上
の
男
女
４
千
人
か
ら
の
回
答

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ご
家
族
で
非
常
時

の
集
合
先
や
連
絡
先
な
ど
を
確
認
し
あ
う

な
ど
、
防
災
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
、

関
心
を
深
め
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
市
や
町
内
会
な
ど
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
、
防
災
訓
練
や
防
災
研
修
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
今

一
度
防
災
に
つ
い
て
の
思
い
を
新
た
に
し
、

こ
れ
ら
の
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
て
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
せ
ん
か
。

東
日
本
大
震
災

〜
５
年
前
の
記
録
と
記
憶
〜

▲被害を受けた漁船
）

●漁船被害
・転覆１隻
・浸水２隻
・漂流１隻
●漁港施設被害
・活魚水槽施設のシャッター破損、電気
　設備故障
・旧荷捌所シャッター破損
・新荷捌所電動フォークリフト故障
・魚箱などの港内や沖への漂流
・廃油庫、簡易トイレ横転
・バリケードなど破損

登別漁港の被害状況
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　今年度、市が把握している、これまで行われた防災訓練や研修会について紹介します。
　今後、皆さんが加入されている町内会などで行っている研修会や、市が隔年で行っている総
合防災訓練などに、ぜひご参加ください。

平成27年度　防災訓練・研修会等実施一覧

番号 団体名 実施日 会場名 訓練内容

津波避難

津波避難

津波避難

津波避難

津波避難

津波避難

津波避難

津波避難、土砂災害避難

津波避難

アオノ産資㈱登別事業所付近

西陵中学校体育館

新生町５丁目広場

幌別中学校体育館

アオノ産資㈱登別事業所付近

青葉小学校

老人憩の家『優和園』

千代の台団地　集会所横広場

若草望洋広場、真宗寺付近

５月24日(日)

８月29日(土)

９月６日(日)

９月26日(土)

10月３日(土)

10月３日(土)

10月11日(日)

10月18日(日)

11月15日(日)

登別本町２町会

新生町望洋町内会

幌別鉄南地区連合町内会

登別本町２町会

さくら団地自治会

若草第二町内会

新生地区連合町内会

鷲別地区連合町内会

1

2

3

4

5

6

7

8

9

参加
者数

参加者数合計 1,760人

49

650

114

222

24

30

21

500

150

番号 団体名研修名 実施日 会場名 研修内容

防災知識全般について

防災知識全般について

防災知識全般について

防災知識全般について

津波災害について

防災知識全般について

土砂災害について

幌別西小学校体育館

老人憩の家『希望の家』

老人憩の家『ねむの木の家』

鉄南ふれあいセンター

西陵中学校体育館

幌別東小学校

老人憩の家『優和園』

７月３日(金)

７月10日(金)

８月２日(日)

８月25日(火)

８月29日(土)

10月31日(土)

12月18日(金)

来馬地区子ども会

新生町望洋町内会

プレハブ町内会

いきいきサロン

 

幌別東小学校

若草町内会

防災研修会

防災研修会

防災研修会

出前フリートーク

防災研修会 

出前フリートーク

出前フリートーク

1

2

3

4

5

6

7

参加
者数

参加者数合計 858人

110

26

19

10

650

22

21

災
害
に
備
え
る
た
め
に

〜
登
別
市
で
の
防
災
訓
練
・
研
修
会
〜

　市では、町内会などの各種団体が行う防災に関する研修会などの開催に対して、積極的に協力・支援を
行っています。詳しくは問い合わせください。
▶問い合わせ　総務グループ（☎85１１３０）

幌別西地区連合町内会・
幌別西小学校・西陵中学校

幌別西地区連合町内会・
幌別西小学校・西陵中学校

防災研修会等実施一覧

防災訓練実施一覧

▲９月26日㈯、幌別鉄南地区での避難訓練の様子 ▲10月18日㈰、新生地区での避難訓練の様子
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白
石
市
の
復
旧
状
況

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
白
石
市
で
も
震

度
６
弱
の
強
烈
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　
市
民
４
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
多
数

の
公
共
施
設
や
家
屋
が
損
壊
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
も
断
絶
す
る
な
ど
、
か
つ
て
な
い

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
白
石
市
内
で
は
約
５
世
帯
に
１
世
帯
が

住
居
に
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
、
平
成
27

年
９
月
現
在
に
お
け
る
白
石
市
民
の
仮
住

ま
い
者
は
７
世
帯
20
人
、
白
石
市
外
へ
避

難
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
も
13
世
帯
25
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
、
住
宅
再
建
に
対
す
る
各

種
助
成
金
制
度
な
ど
の
紹
介
を
随
時
行
っ

て
お
り
、
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
定
住
支
援

・
生
活
再
建
支
援
に
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
物
や
道
路
な
ど
公
共
施
設
の

復
旧
も
進
ん
で
お
り
、
平
成
29
年
３
月
末

ま
で
に
復
旧
す
る
予
定
で
す
。

　
放
射
能
対
策
に
つ
い
て
も
、
市
民
生
活

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

風
評
被
害
を
払
拭
す
る
よ
う
、
空
間
放
射

線
量
や
食
品
の
放
射
能
濃
度
の
測
定
な
ど

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

『
復
旧
期
』
、
『
再
生
期
』
か
ら

『
発
展
期
』
へ

　
白
石
市
内
で
は
、
公
共
施
設
の
災
害
復

旧
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
被
災
家
屋
な
ど
の
解

体
に
よ
り
、
市
街
地
で
空
き
地
が
増
え
た

以
外
は
、
一
見
す
る
と
震
災
前
の
状
態
を

取
り
戻
し
た
感
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
う
風
評
被
害
も
あ
り
、
観
光
客
入

込
数
は
震
災
前
の
水
準
ま
で
い
ま
だ
回
復

し
て
お
ら
ず
、
被
災
さ
れ
た
白
石
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
再
建
も
ま
だ
途
上
で
す
。

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
登
別
市
民
が
、
白
石

市
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、
白
石
市
の
力
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
『
復
旧
期
』
、

『
再
生
期
』
か
ら
『
発
展
期
』
を
迎
え
る

白
石
市
を
、
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

白
石
市
の
詳
し
い
復
興
状
況
は
白
石
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.siroi

　shi.m
iyagi.jp/section/fukkou/

）
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※

毎
年
９
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
て
い
る
幌
別

地
区
手
づ
く
り
祭
り

で
は
、
例
年
に
引
き

続
き
白
石
市
の
物
産

品
も
販
売
さ
れ
る
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

被
災
地
の
今

〜
宮
城
県
白
石
市
、岩
手
県
大
槌
町
〜

　東日本大震災は、東北地方を中心に大きな被害をもたらしました。
　市では、姉妹都市である宮城県白石市に対し、三市による災害援助協定を締結し
ている神奈川県海老名市とともに、支援物資を平成23年３月末に届けました。
　東日本大震災から５年を経過する被災地、白石市の復興状況をお伝えし、震災や
福島第一原子力発電所事故に伴う白石市の現状をお知らせします。
　また、平成24年11月から今月末まで、当市職員を派遣して復興支援を行っている、
岩手県大槌町についてもご紹介します。
　大きな災害はひとたび発生すると、復興は容易ではありません。今後も市では、
災害の現実や実態を伝えていくとともに、防災・減災の視点に立ち、都市基盤の整
備や防災力の向上に取り組んでいきます。

▲震災で1メートル以上隆起したマンホール（右）も元通りに
　復旧（左）［写真提供 白石市］

岩手県大槌町
　東日本大震災での巨大津波により、 1,200 人以
上の方が犠牲となった大槌町。復興に向けて着実
に歩んでいます。
　ＮＨＫの人形劇『ひょっ
こりひょうたん島』のモデ
ルとなった蓬莱島や、特産
の鮭など魅力いっぱいです。
　ぜひ皆さんも大槌町へ足
を運んでみませんか？

ほう らい じま

現 在 震災直後



平成28年度から
国民健康保険税率を改正します

▼問い合わせ　国民健康保険グループ（☎85１７７１）

改正までの経緯

国民健康保険税率の改正内容

保険税額の例

所得割
均等割
平等割
限度額
所得割
均等割
平等割
限度額
所得割
均等割
平等割
限度額

区 分 ①平成27年度 ②平成28年度 増減額など
（②－①）

8.3%
26,000円
25,000円
510,000円

2.5%
5,200円
5,800円

140,000円
1.8%

3,800円
4,000円

160,000円

8.9%
26,000円
25,000円
520,000円

2.5%
8,700円
5,900円

160,000円
2.8%

7,100円
7,000円

170,000円

0.6%
改正なし
改正なし
10,000円
 改正なし
3,500円
100円

20,000円
1.0%

3,300円
3,000円
10,000円

・医療給付費分…74歳以下の方の医療費
に充てる分

・介護納付金分…介護費に充てる分（40
歳から64歳までの方が対象）

・後期高齢者支援金等分…後期高齢者医
療制度の加入者の医療費に充てる分

・所得割…加入者全員の前年の所得から
算出するもの

・均等割…加入者数に応じてかかるもの

・平等割…１世帯あたりにかかるもの

60歳以上65歳未満の夫婦２人世帯
の場合
（収入：夫　年金： 250万円）

家族４人（40歳以上65歳未満の夫婦２
人と40歳未満の子ども２人）の場合
( 収入：世帯主　給与：350万円 )

40歳以上65歳未満の１人世帯で、
最低年税額の場合

医
療
給
付
費
分

介
護
納
付
金
分

後
期
高
齢
者

支
援
金
等
分

①平成27年度
年税額 252,100円

②平成28年度
年税額 287,500円

年間増加額
（②－①） ＋35,400円

①平成27年度
年税額 408,800円

②平成28年度
年税額 463,100円

年間増加額
（②－①） ＋54,300円

①平成27年度
年税額 20,900円

②平成28年度
年税額 23,800円

年間増加額
（②－①） ＋2,900円

用 語 解 説

市の国民健康保険税は、過去の累積黒字を活用して平成21年度から平成24年度まで計画
的に税率を下げ、平成25年度から平成27年度までは税率を据え置き、加入者の負担を軽減
してきました。
しかし、国民健康保険加入者の減少や高齢化、医療の高度化、慢性的な疾患などによる
医療費の増加などにより、現在は大変厳しい財政状況となっています。
このことから、平成28年度から市の保険税率について、北海道平均に満たない部分を平
均値まで引き上げることとなりました。
また、今後も引き続き特定健診や各種検診を推奨し、国民健康保険加入者の健康づくり
に取り組んでまいりますので、医療費抑制へのご協力をお願いします。
※平成28年度の納税通知書は６月中旬に発送します。

お知らせ

6平成28年度からの国民健康保険税率改正のお知らせ

国民健康保険からの

国
民
健
康
保
険
に
入
る
と
き

や
め
る
と
き

そ
の
他

他の市町村から転入してきた

職場の健康保険をやめた

職場の健康保険の被扶養者から外れた

（学生用被保険者証をお持ちの方で）
卒業・退学し、引き続き市外に住む方
や社会保険に加入した方

（学生用被保険者証をお持ちの方で）
卒業・退学し、登別市に再転入した方

被保険者証をなくした、汚れて使えな
くなった
病院などの施設入所のため他の市町村
に転出し、病院などの施設に住所を定
めた

介護保険が適用除外となる施設に入所
する40歳から64歳までの方

子どもが生まれた

生活保護を受けなくなった

外国籍の方が加入する

前年の所得がわかるもの（源泉徴収票など）

他の市町村に転出する

市内で住所が変わった

被保険者証

被保険者証

職場の健康保険に加入した

世帯を分けた、世帯を一緒にした

世帯主や氏名が変わった

修学のため別に住所を定めた

国民健康保険と職場の両方の被保険者証

非自発的失業者に係る
国民健康保険税軽減措置に
ついて

　勤務先の倒産や解雇など
でやむをえず離職した方
（非自発的失業者）で、雇
用保険を受給する方は、国
民健康保険税が軽減される
制度に該当する場合があり
ます。詳しくは国民健康保
険グループに問い合わせく
ださい。

▼軽減内容　給与所得を100
分の30として国民健康保
険税を算定します

学生用被保険者証

入所証明書

『全ての手続きで必要なもの（共通）』を持参

被保険者証、施設の入所証明書

職場の健康保険の被扶養者になった

国民健康保険の被保険者が死亡した 被保険者証、喪主または施主名義の預金通帳

生活保護を受けるようになった 被保険者証、生活保護開始決定通知書

職場の健康保険をやめた証明書
（健康保険離脱証明書または資格喪失証明書）

・国民健康保険は届け出が遅れても加
入できますが、国民健康保険税は資
格取得日までさかのぼって課税され
ます。また、資格取得日から届出日
までの医療機関受診について保険が
適用されないことがあります。

・平成27年３月31日以前にさかのぼっ
て国民健康保険に加入する65歳未満
の年金受給者については年金証書が
必要な場合があります。

・国民健康保険をやめるときは、郵送
での手続きも可能です。詳しくは問
い合わせください。

被扶養者から外れた証明書
（健康保険離脱証明書または資格喪失証明書）

被保険者証、在学証明書または学生証・合格通
知書など

母子健康手帳、世帯主名義の預金通帳、直接支
払制度利用合意文書、出産費用の内訳を記した
領収・明細書

学生用被保険者証
・退学した場合…退学証明書（在学期間がわか
る証明書）

・職場の健康保険に加入した場合…職場の被保
険証

生活保護廃止決定通知書

在留カードまたは特別永住者証明書（切り替え
手続き前の方は外国人登録証明書）、パスポー
ト、上陸許可証印、指定書

手続きの種類 持ち物 注意点

(共通)
全ての手続きで持参が必要なもの

表中の、
『手続きの種類』に応じ
て必要な『持ち物』

印鑑（朱肉を使うもの）、マイナンバーが確認できる書類、運転免許証など
の身分証（顔写真付の証明がない場合は氏名確認のできるものを２種類）
※本人または住民票が同一世帯以外の方が手続きする場合、委任状のほか、
委任者と受任者の運転免許証などの身分証（顔写真付の証明がない場合は
氏名確認のできるものを２種類）が必要です。

国民健康保険に入るとき・やめるときなどは
14日以内に届け出をしましょう

奇数マイナンバー制度7 国民健康保険からのお知らせ



　
平
常
時
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
で
発
生
し
た
電
力
を
、
蓄
電
池
に

充
電
し
て
い
る
ほ
か
施
設
に
供
給
し

て
い
ま
す
。

　
非
常
時
は
、
蓄
電
池
に
蓄
え
た
電

力
を
利
用
し
、
避
難
所
と
し
て
必
要

な
照
明
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
に
供
給

し
ま
す
。

　
平
常
時
は
、
太
陽
熱
集
熱
パ
ネ
ル

を
利
用
し
て
加
温
し
た
水
を
貯
湯
槽

に
蓄
え
た
後
、
既
存
ボ
イ
ラ
ー
で
加

熱
し
給
湯
や
暖
房
な
ど
に
使
用
し
て

い
ま
す
。

　
貯
湯
槽
に
蓄
え
た
水
は
、
非
常
時

に
は
、
避
難
者
の
生
活
用
水
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

　
冬
季
は
、
地
中
熱
と
施
設
排
熱
で

温
め
た
空
気
を
地
下
か
ら
地
表
へ
放

出
し
融
雪
す
る
こ
と
で
、
介
護
車
両

な
ど
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
避
難
者
の

安
全
を
確
保
で
き
ま
す
。

　
夏
季
は
、
外
気
よ
り
温
度
の
低
い

地
中
の
空
気
を
施
設
内
に
送
る
こ
と

で
、
冷
房
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

○
太
陽
熱
利
用
給
湯
シ
ス
テ
ム

○
太
陽
熱
利
用
給
湯
シ
ス
テ
ム

○
太
陽
熱
利
用
給
湯
シ
ス
テ
ム

○
融
雪
シ
ス
テ
ム

○
融
雪
シ
ス
テ
ム

○
融
雪
シ
ス
テ
ム

～災害時におけるしんた21の避難所機能～
太陽光発電パネル

照明

太陽熱集熱パネル

バッテリー

貯湯槽

送風機

ピット

機械室 室内

給湯・給水

冷風

通信機器など

避難所機能

透水性舗装
（夏）

（冬）アースチューブ（加温・冷却）

吸気口

情報機器など

・日中は太陽光発電パネルで発電した電気を、悪天候時や夜間はバッテリーに蓄えられた電気を使うことで、
避難場所の照明や電話、無線機などが使用できます。
・貯湯槽に蓄えた温水は、保温できる時間帯は温水として利用します。保温ができなくなった場合でも、飲
料水として利用できます。
・夏季は、外気より温度の低い地中の空気を送風機で施設内に送ることで、避難者の冷房として利用します。

▼
問
い
合
わ
せ

　商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
２
１
７
１
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ん
た
21
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
し
ま
し
た

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
し
ん
た
21
に
蓄
電
付
き
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
太
陽
熱

利
用
給
湯
シ
ス
テ
ム
、
地
中
熱
と
施
設
排
熱
を
利
用
し
た
融
雪
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
今
回
導
入
し
た
設
備
や
、
こ
れ
ら
の
設
備
に
よ
る
し
ん
た
21
の
避
難
所
機
能
を
紹
介
し
ま
す
。

8総合福祉センターしんた21に再生可能エネルギー設備を導入しました

　認知症についてどのように相談した
り受診したりすればいいか、フロー図
で紹介しています。
　また、『認知症の方への接し方』な
ども掲載していますので、認知症が気
になる方だけではなく、そのご家族の
方にも役立ちます。
　認知症が気になったら、まずは次の
相談先にご相談ください。
▼掲載している相談先
○地域包括支援センター
・『けいあい』（☎82５００５）
・ゆのか（☎88２１０６）
・あおい（愛桜）（☎83０５１１）
○認知症疾患医療センター
・恵愛病院（☎87０１００）
・三愛病院（☎83３２０７）

　『物忘れチェックリスト』を載せて
いますので、認知症について相談・受
診するきっかけとしてご利用ください。
▼チェック項目（一部紹介）

認知症の方などが住み慣れた地域で安心して暮らしていくために市内で実施されて
いる取り組みやサービスを紹介しています。
▼掲載している取り組みやサービス（抜粋）

・今日が何月何日なのか、わからない
ときがある。

・お金の管理が難しくなった。
・慣れた道でも迷ってしまうことがあ
る。

・身の回りの整理整頓が出来ない。
・何をするのも面倒である。
・実際には、いない人や虫が見えるこ
とがある。

・以前よりボーッとしていることが増
えた。

・毎日同じもの（特に甘いもの）を食
べ続けるようになった。

問い合わせ先 住所 電話番号

支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
の
た
め
の『
認
知
症
』あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
近
年
、
認
知
症
に
な
る
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識
や
相
談
窓
口
、
認
知
症
の
進
行
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
・
制
度
な
ど
を
ま
と
め
た
「
支
え
あ
う

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
『
認
知
症
』
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

認知症が気になったら 物忘れのチェック

ガイドブックの主な内容ガイドブックの主な内容

認知症への支援体制

　次の問い合わせ先で配布しているほか、市ホームページにも掲載しています。ま
た、認知症対策の取り組みについての問い合わせも受け付けています。

▼ガイドブックの入手方法など▼ガイドブックの入手方法など

高齢・介護グループ 中央町６丁目11 ☎85５７２０
地域包括支援センター『けいあい』 鷲別町２丁目32－１ ☎82５００５
地域包括支援センターゆのか 片倉町６丁目９－１ ☎88２１０６
地域包括支援センターあおい（愛桜） 登別東町３丁目１－２ ☎83０５１１

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』

を
開
催
し
て
い
ま
す

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

実施主体 取り組み・サービス名

市高齢・介護グループ

社会福祉協議会
ＮＰＯ法人いぶりたすけ愛
シルバー人材センター

あんしんサポーター事業など
サロン活動など
臨時的・短期的な仕事の紹介など

認知症サポーター養成講座、ＳＯＳネットワーク
システム、ＧＰＳ貸与事業など

　
市
で
は
、
認
知
症
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
、
『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
市
内
の
事
業
所
、

町
内
会
サ
ロ
ン
、
小
・
中
学
校
、
市

民
の
方
な
ど
を
対
象
に
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
同
講
座
を

受
講
し
、
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
・
介
護
グ
ル
ー

プ
（
☎
85
５
７
２
０
）

奇数マイナンバー制度9 支えあう地域づくりのための『認知症』あんしんガイドブック



　水道事業をとりまく環境が厳しくなる一方で、水道利用者から信頼される水道供給
をめざして、老朽化した施設の更新や自然災害に対する備えなどを計画的に進めてい
く必要があります。
　このため、今後の課題や方向性などを明らかにしたうえで、50年、100年先を見据え
『安全』、『強靭』、『持続』の観点に基づき、平成28年度から平成37年度までの10
年間に取り組むべき事項や基本的な考え方を示すため、『登別市水道事業ビジョン』
を策定しました。
　本ビジョンの策定にあたっては、学識経験者や水道利用者の方々で構成された『登
別市水道ビジョン検討委員会』の検討内容、また、『水道利用者に対するアンケート
の結果を踏まえて行いました。
　今号では、ビジョンの概要をお知らせします。

基本理念と理想像
　登別市水道事業の基本理念として関係者が取り組みを進める上での共通の目標とな
るように、事業の現状や地域特性などを踏まえて設定し、また、理想像として、水道
のあるべき姿を示しています。

水道事業の沿革と施設概要
　市の水道事業は、登別温泉上水道、幌別上水道、鷲別上水道として、昭和32年から
昭和35年にかけて創設し、昭和55年の区域統合により登別市水道事業として現在に至
り、約55年が経過しています。
　水道事業の施設は、３カ所の浄水場（うち１カ所は室蘭市と共同使用）、11カ所の
配水池、５カ所のポンプ場があり、水道管路は約290㌔㍍に及びます。

現状評価と課題のまとめ
　水需要の動向として重要な指標となる給水人口は、平成17年度時点で52,672人でしたが、平成26年度に
は49,504人となり、本ビジョンの目標年度である平成37年度には44,820人にまで減少する見通しです。
　このことから、一日最大給水量も給水人口の減少に伴い減少傾向を示す見通しです。
　また、現在の財政状況において、必要な施設整備を進めた場合、赤字経営となる見通しです。
　この対策として、企業債借入額や施設整備費用の抑制、料金体系の見直しなどが考えられますが、将来を
見据え慎重に検討する必要があります。
　これらの結果から、６つの課題を抽出しました。

基本理念 暮らしを守り、信頼される水道供給を目指して
　　～登別の未来へつなぐ安全な水道～

理 想 像

課題

①老朽化施設の対策 ・登別温泉浄水場、幌別浄水場、主要配水池が今後10年の間に耐用年数を迎えること。

②老朽管の対策 ・今後10年間で耐用年数を迎える管路を更新すると、年間約9㌔㍍の更新が必要となること。

③耐震化対策 ・登別温泉浄水場や、幌別浄水場、主要配水池の一部を除いて未耐震化なこと。

④登別温泉浄水場の対策 ・急激な原水の濁度変化に対応できないこと。
・他系統からのバックアップルートが確保できていないこと。

・給水人口、給水量減少に伴い給水収益が減少し、今後必要と思われる施設整備を実施していくと
赤字経営となること。

⑤幌別浄水場の対策
・高速凝集沈澱池の容量が不足していること。
・老朽化が著しく、未耐震化であり、電気設備の補修部品が無いこと。
・渇水期の取水量不足や急激な原水の濁度変化に対応するため、新たな水源の確保が望まれること。

⑥資金確保の対策

課題の具体的な内容

需要者が、いつで
も安全な水を飲め
る水道

水道施設の適切な管理運営のもと、
耐震化や危機管理体制の充実が図
られ、被災した場合であっても迅
速に復旧できる水道

給水人口や給水量が減少
した状況においても、健
全かつ安定的な事業運営
が可能な水道

安全 強靱 持続

▼
問
い
合
わ
せ
　
水
道
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
５
５
１
０
）

『
登
別
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

』

10『登別市水道事業ビジョン』を策定しました。

フォローアップ

　本ビジョンで示した施策を確実に実施していくため、３つの行動
を軸に、事業運営に取り組みます。

　『登別市水道事業ビジョン』は本編と資料編で構成されており、水道グループ、各支所、市民会館、市の
ホームページでご覧いただけます。

①本ビジョンの目標の達成状況、進捗状況を公表します。
②ＰＤＣＡサイクル（計画→実行→評価→改善）に基づき、継続
的に改善を図りながら、効果的・効率的に事業を運営します。
③変化する事業環境に対応するために、必要に応じてビジョンの
見直しを検討します。

基本目標と今後10年間の取り組み
　課題を解決するために基本目標を設定し、今後10年間で取り組んでいく内容を定めました。

区分

水源・水質

取組内容 基本目標 取り組みによる効果

水質管理体制の構築

・水質管理体制の構築
・水源汚染リスクの監視・管理の強化
・水源保全の取り組みの推進
・適切な水質検査の実施

安全で良質な水道水を、常時、届ける
ことができます。

水道施設

経営

災害時

利用
サービス

施設の耐震性確保

施設整備計画の策定

給水の安全性に関する支援

財政基盤の強化と経営の効率化

技術力の確保・向上

広域化の推進

災害時の緊急体制の構築

適切な情報公開、利用者との
コミュニケーションの充実

・耐震性の確保
・重要給水施設配水管の耐震性の確保

・貯水槽水道の衛生対策
・給水装置の安全性の向上

・安全性に関する情報公開
・水道サービス向上に向けた情報収集

・水道未利用者への水道利用の啓発
・経営状況の改善

・応急給水体制と応急活動体制の構築
・災害時指揮命令系統の理解度向上
・災害時の資機材調達体制の構築
・耐震化事業と応急給水に関する需要
　者理解度向上

・職員の技術力・組織力の強化
・民間活用の検討

・広域化への取り組みの推進

・水道施設の再構築

大規模な地震時も、水道施設の被害を
極力抑えられ、必要な水の供給確保が
可能となります。

効率のよい施設整備を行うことで、更
新に要する事業費を削減できます。

給水の安全性が向上し、安心して水道
水を利用することができます。

安全な水道水を安定供給できる、健全
な経営が維持されます。

水道事業の管理・運営レベルが向上し、
経営の効率化を図ることができます。

他事業体との連携を図ることにより、
事業運営の効率化・技術レベルの向上
が期待できます。

被災時における応急給水を、確実にか
つ円滑に行うことができます。

積極的な情報提供やコミュニケーショ
ンを図ることにより、水道を身近に感
じていただくことができ、より良いサ
ービスの実現が可能となります。

・計画策定
・目標策定

Plan

・計画見直 
・改善計画

Action

・計画実行
・管理運営

Do

・要員分析 
・効果検証

Check

プラン

アクション

ドゥ

チェック

～今後のビジョンの進め方～

奇数マイナンバー制度11 『登別市水道事業ビジョン』を策定しました。



鬼
が
来
た
ぞ
豆
を
投
げ
ろ

鬼
が
来
た
ぞ
豆
を
投
げ
ろ

　
２
月
２
日
㈫
、
鬼
や
福
の
神
に
変
装
し
た
『
元
鬼
ふ

り
ま
き
隊
』
（
鬼
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
の
協
力
の
も

と
、
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
『
豆
ま
き
』
（
同

セ
ン
タ
ー
主
催
）
を
開
催
し
、
９
カ
月
か
ら
３
歳
10
カ

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
親
26
組
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
鬼
の
登
場
に
驚
い
て
泣
き
な
が
ら

も
、
豆
に
見
立
て
た
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
必
死
に
投
げ
て

鬼
に
対
抗
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
ボ
ー
ル
を
ぶ
つ
け

ら
れ
て
お
と
な
し
く
な
っ
た
鬼
と
一
緒
に
、
怖
が
り
な

が
ら
も
記
念
撮
影
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
少
し
だ
け
心
が
強
く
な
っ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

▲熱戦が繰り広げられた『源泉湯かけ合戦』

▲湯鬼神による『湯鬼神かぐら』

2
2

豆
ま
き

　
２
月
３
日
㈬
・
４
日
㈭
の
２
日
間
、
登
別
温
泉
と
カ
ル
ル
ス

温
泉
で
『
第
45
回
登
別
温
泉
湯
ま
つ
り
』
（
市
、
登
別
観
光
協

会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
登
別
温
泉
の
豊
富
な
湯
量
と
多
彩
な
泉
質
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
開
運
招
福
・
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
ま
つ

り
で
、
節
分
に
合
わ
せ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
日
間
か
け
て
、
閻
魔
大
王
の
使
者
で
あ
る
『
湯
鬼
神
』
が
、

商
店
や
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
で
『
湯
鬼
神
か
ぐ
ら
』
の
披
露
や

こ
と
し
１
年
の
厄
払
い
を
し
た
ほ
か
、
泉
源
公
園
で
は
、
『
子

宝
も
ち
つ
き
舞
』
の
披
露
や
甘
酒
・
お
し
る
こ
の
振
る
舞
い
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
日
の
夜
に
は
、
泉
源
公
園
で
、
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
『
源
泉
湯
か
け
合
戦
』
を
実
施
。
見
物
に
集
ま
っ
た

約
500
人
の
市
民
や
観
光
客
が
注
目
す
る
中
、
紅
白
に
分
か
れ
た

下
帯
姿
の
若
者
約
120
人
が
、
湯
か
け
合
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

紅
白
の
勝
負
を
決
す
る
騎
馬
戦
で
は
、
熱
戦
の
末
に
白
組
が
勝

利
。
紅
組
が
勝
つ
と
登
別
温
泉
の
湯
の
温
度
が
上
が
り
白
組
が

勝
つ
と
湯
量
が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
と
し
は
登
別
温

泉
の
湯
量
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

三
時
代
の
お
雛
さ
ま
が
勢
揃
い

三
時
代
の
お
雛
さ
ま
が
勢
揃
い

　
２
月
２
日
㈫
か
ら
３
月
３
日
㈭
ま
で
、
郷
土
資
料
館

で
、
企
画
展
『
お
雛
さ
ま
人
形
展
』
（
市
教
育
委
員
会

主
催
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
同
展
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
時
代
の
雛
人
形

を
展
示
し
て
お
り
、
人
形
の
表
情
や
飾
り
な
ど
か
ら
時

代
の
移
り
変
わ
り
を
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
月
５
日
㈮
に
は
、
幌
別
東
小
学
校
３
年
生
の
児
童

11
人
が
郷
土
資
料
館
を
訪
れ
、
華
や
か
な
雛
人
形
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
小
学
校
３
年
生
の
元
上
果
旺
さ
ん
は
「
大
正
時
代

の
雛
人
形
が
き
れ
い
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
雛
人
形
を

見
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲郷土資料館館長から、各時代の雛人形の違いを聞く児童

2/2～
3/3

企
画
展
『
お
雛
さ
ま
人
形
展
』

も
と  
う
え  

か
　 

お

ゆ
　 

き
　 

じ
ん

え
ん
　
ま

げ
ん   

き

▲怖いのを我慢しながら、鬼と一緒に記念撮影をする子ども
　たち

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
  https://www.you
  tube.com/user/
  Noboribetsu
  Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード

登別温泉の湯に感謝登別温泉の湯に感謝 2
3・4

第45回登別温泉湯まつり第45回登別温泉湯まつり

12東　奔　西　走

気
迫
あ
ふ
れ
る
作
品

気
迫
あ
ふ
れ
る
作
品

▲床の研磨や壁の塗装など、さまざまな工事が行われたアリーナ
　でスポーツを楽しむ参加者

2
5～7

第
46
回
小
中
学
生
書
初
め
展

　
総
合
体
育
館
の
大
規
模
改
修
工
事
が
完
了
し
、
２
月

８
日
㈪
か
ら
一
般
利
用
を
再
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
２
月
２
日
㈫
に
は
、
『
総
合
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
』
（
市
、
市
教
育
委
員
会
主
催
）

を
開
催
。
一
般
利
用
再
開
前
の
期
間
を
利
用
し
て
、
登

別
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
後
の
総
合
体
育
館
内
を
見
て
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
を
通
じ
、
そ
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
総
合
体
育
館
が
き
れ
い
に
な
っ
て
う
れ

し
い
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
月
８
日
㈪
か
ら

総
合
体
育
館
の
利
用
再
開

２
月
８
日
㈪
か
ら

総
合
体
育
館
の
利
用
再
開
2
8

総
合
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▲展示された作品（一部）

▲表彰を受ける受賞者

　
２
月
５
日
㈮
か
ら
７
日
㈰
ま
で
の
３
日
間
、
市
民
会

館
で
『
第
46
回
小
中
学
生
書
初
め
展
』
（
登
別
市
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
書
道
文
化
振
興
や
生
涯
学
習
教
育
の

一
環
と
し
て
昭
和
45
年
か
ら
開
か
れ
て
お
り
、
46
回
目

と
な
る
こ
と
し
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
な
ど
か
ら
応

募
さ
れ
た
計
218
点
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
日
㈯
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
218
点
の
作
品
か
ら

25
点
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
作
品
を
中
心
と
し
た

気
迫
の
こ
も
っ
た
書
初
め
は
、
書
道
と
い
う
伝
統
文
化

が
の
ぼ
り
べ
つ
の
子
ど
も
た
ち
に
も
根
付
い
て
い
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
に

新
た
に
５
商
品
が
仲
間
入
り

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
に

新
た
に
５
商
品
が
仲
間
入
り

平
成
27
年
度
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
認
定
証
交
付
式

▲今回『登別ブランド推奨品』に認定された、地元
　産一次産品などを活用した自慢の商品

▲新たに『登別ブランド推奨品』に認定された自社
　の商品を手にする事業者

2
12

　
２
月
12
日
㈮
、
市
役
所
で
『
平
成
27
年
度
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
認
定
証
交
付

式
』
（
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
登
別
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
加
工

食
品
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
商
品
を
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
』
と
し
て
認
定

す
る
こ
と
で
、
そ
の
販
路
拡
大
や
販
売
促
進
に
つ
な
げ
、
地
域
経
済
活
性
化
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
新
た
に
認
定
さ
れ
た
の
は
、
㈲
肉
の
あ
さ
ひ
の
『
北
海
道
登
別
の
鹿

肉
じ
ん
ぎ
す
か
ん
』
と
『
北
海
道
登
別
の
鹿
肉
ハ
ン
バ
ー
グ
』
、
㈱
伊
奈
不
動

産
の
『
の
ぼ
り
べ
つ
エ
ゾ
シ
カ
カ
レ
ー
煮
』
、
㈱
の
ぼ
り
べ
つ
酪
農
館
の
『
登

別
チ
ー
ズ
ニ
ュ
ー
ビ
ア
ン
カ
（
乳
白
華
）
』
と
『
胆
振
ホ
エ
ー
豚
の
ソ
ー
セ
ー

ジ
天
干
塩
』
の
５
商
品
で
、
今
回
の
認
定
に
よ
り
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
は
、

合
わ
せ
て
13
事
業
者
・
28
商
品
と
な
り
ま
す
。

　
各
商
品
の
販
売
店
な
ど
は
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事
務
局
（
商
工
労

政
グ
ル
ー
プ
内
・
☎
85
２
１
７
１
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

13 東　奔　西　走
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大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
家
具
が

倒
れ
た
り
棚
の
物
が
落
ち
た
り
、
ガ
ラ
ス

が
割
れ
て
飛
び
散
る
な
ど
し
て
、
普
段
何

げ
な
く
使
っ
て
い
る
物
が
凶
器
に
変
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
震
度

６
以
上
の
揺
れ
に
な
る
と
、
自
由
に
行
動

が
で
き
ま
せ
ん
。
自
宅
に
い
る
と
き
に
突

然
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
ら
、
ま
ず
は

自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
地
震
に
よ
る
け
が
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
・
建
造
物
の
耐
震
化
、
家
具
な
ど
の
転

倒
・
移
動
防
止
、
備
品
の
落
下
防
止
、
ガ

ラ
ス
な
ど
の
飛
散
防
止
な
ど
を
事
前
に
行

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

賃
貸
住
宅
で
は
、
倒
れ
や
す
い
家
具
は
固

定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

家
の
中
に
は
危
険
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

を
意
識
し
、
地
震
に
対
す
る
備
え
を
普
段

か
ら
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
緊
急
地
震
速
報
が
出
た
時
な
ど
は
、
市

内
62
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
、
音
声
や
サ
イ
レ
ン
で
避
難
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
豪
雨
時
な

ど
に
は
、
音
声
や
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
放
送
内
容
を
聞
き

逃
し
た
と
き
は
、
電
話
応
答
装
置
の
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
は
、
平
成

10
年
頃
に
結
成
し
た
ミ
ニ
バ
レ
ー
の

サ
ー
ク
ル
で
す
。
現
在
、
30
代
・
40

代
の
男
女
７
人
が
在
籍
し
、
毎
週
金

曜
日
の
18
時
か
ら
、
若
草
つ
ど
い
セ

ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
は
、
ネ
ッ
ト
が
低
い

の
で
背
の
低
い
人
で
も
ア
タ
ッ
ク
や

ブ
ロ
ッ
ク
が
で
き
る
ほ
か
、
ボ
ー
ル

が
軟
ら
か
い
ビ
ニ
ー
ル
製
で
腕
な
ど

が
痛
く
な
り
に
く
い
た
め
、
ど
の
年

代
で
も
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
他

団
体
の
方
と
一
緒
に
ミ
ニ
バ
レ
ー
を

し
た
り
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
各
種
大
会

に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
」
と
同

サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
つ
い
て
話
す
の

は
、
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
の
阿
部
淳

さ
ん
。
阿
部
さ
ん
は
「
ミ
ニ
バ
レ
ー

は
競
技
人
口
が
少
な
い
た
め
、
大
会

に
は
道
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
方
が

参
加
し
ま
す
。
大
会
に
参
加
し
た
市

外
の
方
と
知
り
合
い
、
友
達
に
な
れ

る
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
活
動

の
魅
力
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　
全
国
規
模
の
大
会
で
も
活
躍
す
る

同
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、
阿
部
さ
ん
は
、

「
１
チ
ー
ム
４
人
の
大
会
参
加
者
は
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
の
技
術
に
関
係
な
く
、

じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど
で
気
軽
に
決
め
て

い
ま
す
。
活
動
中
も
、
メ
ン
バ
ー
が

子
ど
も
を
連
れ
て
き
て
一
緒
に
遊
ん

だ
り
も
し
ま
す
」
と
、
サ
ー
ク
ル
の

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
つ

い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
の
同
サ
ー

ク
ル
。
一
緒
に
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
し
て

み
た
い
方
は
、
阿
部
さ
ん
（
☎
090
―

１
６
４
９
―
４
２
０
６
）
ま
で
。

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
放
送

を
聞
き
逃
し
た
ら

地
震
が
起
き
た
と
き
の
危
険
を

少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に

電話応答装置の専用ダイヤル
（☎85０１９３）

　電話応答装置では、屋外ス
ピーカーで放送した緊急地震
速報、大津波警報などの特別
警報や警報、避難準備情報・
勧告・指示などの内容を電話
で確認できます。
※幌別ダムの放流などのお知
　らせは電話応答装置では確
　認できませんのでご注意く
　ださい。

知って備える防災メモ・仲間たち

▼
問
い
合
わ
せ

　
　
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
１
３
０
）

地
震
か
ら
受
け
る
被
害
を
減
ら
す
た
め
に

地
震
か
ら
受
け
る
被
害
を
減
ら
す
た
め
に

第
38
回

人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group
ア ト ラ ン テ ィ スア ト ラ ン テ ィ ス

子どもから高齢者まで楽
しめるミニバレーを一緒
にやってみませんか あ

べ
あ
つ
し

▲他の団体の方と一緒に楽しくミニバレーを
　行うメンバー

　登別温泉街からロープウエーで約７分
の標高550㍍に位置する『のぼりべつク
マ牧場』は、北海道に生息している野生
動物の保護や観察、研究のために昭和33
年に開園。現在は83頭のエゾヒグマのほ
か、エゾリスやエゾタヌキなども飼育し
ています。
　これらの動物の元気を支えているのは、
クマなどの飼育や診療、治療などにあた
る松本直也さん。
　今回は、同施設をはじめ、登別マリン
パーク二クスやサホロリゾート・ベアマ
ウンテンで、唯一の獣医師としてクマな
どの動物に向き合う松本さんの思いや今
後の目標について伺いました。

　　　　　　昭和63年鳥取県生まれ。27歳。
帯広畜産大学を卒業後、平成24年に加森観光株式会社に入社。
現在、同社のグループ施設である『のぼりべつクマ牧場』で
獣医師として活躍。若手職員の中心となり『のぼりべつクマ
牧場』を盛り上げている。

野生動物の素晴らし
さを伝えていける獣
医師でありたい。

野生動物の素晴らし
さを伝えていける獣
医師でありたい。

松本直也
まつ もと なお や

さん（登別東町）

15 きらり

　
松
本
さ
ん
は
、
高
校
生
の
と
き
、
野

生
動
物
の
交
通
事
故
を
目
に
し
た
こ
と

で
、
野
生
動
物
を
救
い
、
痛
ま
し
い
事

故
を
減
ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

を
考
え
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
「
野
生
動
物
に
対
し
て
自
分
が
で
き

る
こ
と
は
、
診
療
や
治
療
を
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
野
生
動
物
の
生
態
な
ど
を
多

く
の
人
に
伝
え
、
交
通
事
故
や
生
息
地

の
減
少
な
ど
、
野
生
動
物
と
人
と
の
付

き
合
い
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
作
り
だ

と
思
い
ま
し
た
」
と
獣
医
師
を
目
指
し

た
理
由
を
語
る
松
本
さ
ん
。
そ
の
志
の

も
と
、
日
々
、
動
物
の
治
療
や
診
療
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
　

　
「
傷
口
を
縫
合
し
た
と
き
、
ク
マ
が

そ
の
縫
合
を
剥
が
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
の
末
、
縫
合

方
法
を
工
夫
し
、
無
事
に
傷
口
を
治
療

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
獣
医
師
と

し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
た
喜
び
を
感

じ
、
そ
し
て
何
よ
り
、
ク
マ
が
元
気
に

な
っ
た
姿
を
見
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」

と
話
す
そ
の
表
情
は
、
ク
マ
へ
の
愛
情

に
満
ち
て
い
ま
す
。

　
そ
の
巨
体
か
ら
、
触
る
こ
と
も
ま
ま

な
ら
ず
、
診
断
や
治
療
に
も
多
く
の
工

夫
が
必
要
な
エ
ゾ
ヒ
グ
マ
。

　
現
在
、
松
本
さ
ん
は
、
同
施
設
で
初

の
試
み
と
な
る
『
エ
ゾ
ヒ
グ
マ
で
の
安

全
な
採
血
方
法
の
確
立
』
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
採
血
の
と
き
、
安
全
の
た
め
全
身

麻
酔
を
か
け
る
と
、
ク
マ
の
体
に
負
担

が
大
き
く
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
蜂
蜜
を
使
い
、
そ
ち
ら
に
気
を
取

ら
れ
て
い
る
間
に
、
格
子
の
隙
間
か
ら

出
た
指
で
採
血
を
す
る
方
法
を
試
し
て

い
ま
す
。
人
に
危
険
が
少
な
く
、
ク
マ

に
と
っ
て
も
負
担
が
少
な
い
こ
の
方
法

の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
。

　
「
獣
医
療
は
個
人
プ
レ
ー
で
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
動
物
の
体
の
異
常
を
い

ち
早
く
発
見
す
る
た
め
に
は
、
飼
育
員

と
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
自
分
が
見
て
い
な
い
所
で
の
動
物

た
ち
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

元
気
な
姿
を
皆
さ
ん
に
見
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
動
物
た
ち
の
体
調
管
理

を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

　
来
園
者
に
元
気
と
笑
顔
を
与
え
る
動

物
た
ち
と
と
も
に
、
今
日
も
動
物
と
向

き
合
う
松
本
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

動
物
へ
の
真
っ
す
ぐ
な
思
い

動
物
へ
の
真
っ
す
ぐ
な
思
い

動
物
へ
の
真
っ
す
ぐ
な
思
い

動
物
た
ち
の
元
気
の
た
め
に

動
物
た
ち
の
元
気
の
た
め
に

動
物
た
ち
の
元
気
の
た
め
に

▲獣医師の視点を取り入れ、
　クマの説明を行う松本さん



月の粗大ごみ収集4

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚160円）』
　を貼って出してください。（１回につき５品まで）

申込期間

その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎ 　2 9 5 8 ）

収集の申し込み
 ㈲登和清掃（☎    0 2 0 0）

地　区 収集期間

３月14日㈪～
３月25日㈮
３月22日㈫～
４月１日㈮
３月28日㈪～
４月８日㈮
４月４日㈪～
４月15日㈮
４月11日㈪～
４月22日㈮

３月28日㈪～
４月２日㈯

４月11日㈪～
４月16日㈯
４月18日㈪～
４月23日㈯
４月25日㈪～
４月30日㈯

４月４日㈪～
４月９日㈯

片倉町、新栄町、札内町、来馬
町、富浦町（１～５丁目を除く）

青葉町、緑町、鉱山町、
川上町
カルルス町、上登別町、
登別温泉町、中登別町

美園町４～６丁目

富浦町１～５丁目、幸町、
登別本町、登別港町

と
し
ら
く

い
ま
住平

成
28
年
度
の
ご
み
の
収
集
体
制

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
の
ご
み
収
集
は
、

今
号
の
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
に
折
り
込

み
を
し
て
い
る
『
家
庭
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
』
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
『
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
』
と
分
別
の
仕
方
を
ま
と
め
た

『
ご
み
分
別
辞
典
』
は
、
市
役
所
と

各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た

ご
み
は
、
正
し
い
分
別
が
さ
れ
て
い

る
か
中
身
を
確
認
し
ま
す
。
市
指
定

の
ご
み
袋
の
中
に
、
さ
ら
に
黒
い
袋

や
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
中
身
の
見
え
な

い
入
れ
物
に
ご
み
を
入
れ
て
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

自
己
搬
入
す
る
場
合
も
、
中
身
が

　
見
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ガ
ラ
ス
製
品
や
刃
物
な
ど
、
持
ち

　
運
び
に
危
険
が
あ
る
物
は
、
新
聞

　
紙
な
ど
で
包
み 
『
キ
ケ
ン
』
と
書

　
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

指
定
外
来
種
の
指
定

　
次
の
外
来
種
は
、
道
条
例
で
指
定

外
来
種
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
野
外

に
放
っ
た
り
植
え
た
り
ま
い
た
り
す

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
ほ
か
、
飼
養

す
る
場
合
な
ど
は
適
切
に
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

指
定
外
来
種
一
覧

・
イ
ノ
シ
シ
（
イ
ノ
ブ
タ
を
含
む
）

・
シ
マ
リ
ス
（
亜
種
チ
ョ
ウ
セ
ン
シ

　
マ
リ
ス
に
限
る
）

・
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ

・
チ
ョ
ウ
セ
ン
ス
ズ
ガ
エ
ル

・
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル

・
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
（
亜
種
ト
ウ
キ
ョ

　
ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
に
限
る
）

・
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル
（
亜
種
ア
ズ

　
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
に
限
る
）

・
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

・
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
（
亜
種
オ
オ

　
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
に
限
る
）

・
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

・
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク

・
イ
ワ
ミ
ツ
バ

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

ペッ
ト
を
飼
う
前
に

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
、
最
後
ま
で

責
任
を
持
っ
て
管
理
で
き
る
か
考
え

ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
た
い
ペ
ッ
ト
の
本
能
や
習
性

　
を
よ
く
理
解
し
て
い
ま
す
か
。

・
ペ
ッ
ト
が
死
ぬ
ま
で
か
わ
い
が
っ

　
て
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

・
ペ
ッ
ト
の
毎
日
の
世
話
（
給
餌
、

　
ト
イ
レ
の
清
掃
、
散
歩
、
ふ
ん
の

　
処
理
な
ど
）
が
で
き
ま
す
か
。

・
ペ
ッ
ト
が
病
気
の
と
き
や
け
が
を

　
し
た
と
き
、
動
物
病
院
に
連
れ
て

　
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

・
ペ
ッ
ト
が
隣
近
所
の
迷
惑
に
な
ら

　
な
い
よ
う
気
遣
っ
て
飼
え
ま
す
か
。

・
家
族
に
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
は

　
い
ま
せ
ん
か
。
家
族
は
み
ん
な
動

　
物
が
好
き
で
す
か
。

・
住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ

　
ョ
ン
で
動
物
飼
育
は
で
き
ま
す
か
。

・
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
法
律
や
条
例
、

　
マ
ナ
ー
な
ど
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

・
ペ
ッ
ト
の
餌
代
に
い
く
ら
掛
か
る

　
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

・
ペ
ッ
ト
と
遊
ん
で
あ
げ
る
時
間
は

　
あ
り
ま
す
か
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
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』
せ
わ
合
い
問
『
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ドイガのしらく 　市や国、道からのお知らせ 16

　市民プール行きの往復バス料金と入
館料を合わせた『市民プールバスパッ
ク』を販売しています。
　バスの利用区間
（千代の台線）
・上鷲別入口～市民プール前
（郊外線）
・鷲別～クリンクルセンター前
・汐見坂～クリンクルセンター前
・登別温泉ターミナル～クリンクルセ
　ンター前
　パック券販売所　市民プール、鷲別
　公民館、市役所内母子会売店、市民
　会館、道南バス若山営業所、道南バ
　ス登別温泉ターミナル、川西燃料店

『市民プールバスパック』
をご利用ください

『市民プールバスパック』
をご利用ください

88

パック料金　　　　　　　  （単位：円）

一　般

65歳以上

高校生

中学生

小学生

一　般

65歳以上

高校生

中学生

小学生

区　分

1,120

920

820

720

420

1,420

1,220

1,120

1,020

560

900

700

600

500

300

1,000

800

700

600

350

鷲別方面、登別

方面～市民プー

ル、クリンクル

センター前

登別温泉方面～

市民プール、

クリンクルセン

ター前

通常料金　パック料金
乗車区間

運賃＋入館料

※鷲別方面は鷲別・上鷲別入口、登別
　方面は汐見坂、登別温泉方面は登別
　温泉ターミナルを起点とします。
※パック券の利用は、市内からの乗車
　に限ります。バスを乗り継ぐ場合は、
　利用できません。
　問い合わせ　社会教育グループ
　　　　　　　　　（☎○１１２９）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

10
期
）
の
納
期
限
は
３
月
31
日
㈭
で

す
。
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
　
１
７
７
１
）

確
定
申
告
書
は
自
分
で
作
成
し

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
確
定
申
告
書
は
、
『
確
定
申
告
の

を
参
考
に
ご
自
分
で
作
成
し
、
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
申

告
書
を
簡
単
に
作
成
で
き
る
『
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
』
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
分
か
ら
、

給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
所
得
者
向

け
の
申
告
書
作
成
画
面
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
初
め
て
の
方
で
も
操
作
し

や
す
い
画
面
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷

し
て
郵
送
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
会
場
に
お
越
し
に
な
る

方
は
、
前
年
の
『
申
告
書
控
え
』
、

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
や
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
振
替
納
税
を
利
用
し
な
い
方
の
納

　
期
限

・
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
、
贈

　
与
税…

３
月
15
日
㈫

・
消
費
税
、
地
方
消
費
税
（
個
人
事

　
業
者
）…

３
月
31
日
㈭

○
振
替
納
税
を
利
用
す
る
方
の
振
替

　
日

・
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税…

４

　
月
20
日
㈬

・
消
費
税
、
地
方
消
費
税
（
個
人
事

　
業
者
）…

４
月
25
日
㈪

○
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た

め
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
復
興

特
別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
各
年
分

の
所
得
税
の
２
・
１
㌫
）
を
所
得
税

と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
還
付
申
告
も
含
め
て
申
告
す
る
全

て
の
方
が
、
申
告
書
に
復
興
特
別
所

得
税
の
記
載
が
必
要
で
す
の
で
、
記

載
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

（
☎
　
４
１
５
１
）

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
に
係
る
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
、
ほ
か
の
土
地

や
家
屋
と
比
較
し
て
適
正
で
あ
る
か

を
確
認
す
る
た
め
、
『
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
』
を
次
の
期
間
に

縦
覧
で
き
ま
す
。

期
間
　
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
31
日
㈫

場
所
　
税
務
グ
ル
ー
プ

対
象
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者

※

本
人
や
法
人
の
代
表
者
以
外
の
方

　
が
縦
覧
す
る
と
き
は
、
委
任
状
が

　
必
要
で
す
。

※

縦
覧
に
は
、
本
人
確
認
書
類
（
身

　
分
証
明
書
や
運
転
免
許
証
、
納
税

　
通
知
書
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

※
縦
覧
期
間
中
は
、
自
己
資
産
の
固

　
定
資
産
課
税
台
帳
も
無
料
で
閲
覧

　
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ

（
☎
　
１
１
５
５
）

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を
忘
れ
ず
に

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
登
録
住
所
が
現
在
の
住
所
と
異
な

り
ま
す
と
、
自
動
車
税
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

引
っ
越
し
な
ど
を
し
た
と
き
は
運
輸

支
局
で
変
更
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
札
幌
道
税
事
務
所

（
☎
011
ー
746
ー
１
１
９
７
）

浄
化
槽
の
法
定
検
査

　
浄
化
槽
管
理
者
は
、
毎
年
１
回
、

浄
化
槽
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

※

受
検
す
る
検
査
機
関
は
決
め
ら
れ

　
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

22

手
引
き
』
や
前
年
の
『
申
告
書
控
え
』
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全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
健
康
保
険
料
率
の
改
定

か
ら
、
健
康
保
険
料
率
が
０
・
01
㌫

増
の
10
・
15
㌫
に
な
り
ま
す
。

○
『
協
会
け
ん
ぽ
の
健
診
』

　
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、

年
度
内
に
１
回
、
加
入
者
の
健
康
診

断
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
35
歳
〜
74
歳
の
被
保
険
者（
本
人
）

に
は
『
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
』
を
、

40
歳
〜
74
歳
の
被
扶
養
者
（
被
保
険

者
の
家
族
）
に
は
『
特
定
健
康
診
査
』

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道

　
支
部
（
☎
011
ー
726
ー
０
３
５
２
）

し
ん
た
21
の
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
ま
で
、
し
ん
た
21
の
休
館
日

は
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
で
し
た
が
、

４
月
１
日
か
ら
次
の
期
間
に
変
更
し

ま
す
。

変
更
後
の
休
館
日
　
12
月
31
日
か
ら

　
翌
年
の
１
月
５
日
ま
で

利
用
可
能
時
間
　
９
時
〜
21
時
（
日

　
曜
日
、
祝
日
は
17
時
ま
で
）

貸
し
出
し
す
る
部
屋
　
多
目
的
ホ
ー

　
ル
、
健
康
増
進
室
、
調
理
実
習
室
、

　
小
会
議
室

問
い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

　
た
21
内
・
☎
　
０
１
０
０
）

入
院
時
食
事
療
養
費
な
ど
の
見
直
し

　
４
月
１
日
か
ら
、
一
般
所
得
の
方

の
入
院
時
に
お
け
る
１
食
分
の
食
事

代
が
、
現
在
の
260
円
（
食
材
費
）
か

ら
次
の
金
額
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

変
更
後
の
食
事
代
　
360
円
（
食
材
費

　
と
調
理
費
）

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
や
難
病

　
患
者
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
患
者

　
は
除
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
　
１
７
７
１
）

灯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
油
漏
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
市
内
で
、
灯
油
タ
ン
ク
の
配
管
の

亀
裂
な
ど
に
よ
る
油
漏
れ
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
日
頃
か
ら
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
灯
油
タ
ン
ク
と
配
管
の
接
続
部
分

　
に
ゆ
る
み
は
な
い
か
。

・
配
管
の
腐
食
や
亀
裂
な
ど
の
異
常

　
は
な
い
か
。

・
灯
油
の
減
り
が
早
く
な
い
か
。

・
家
屋
内
や
周
辺
が
油
臭
く
な
い
か
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
す

る
た
め
に
休
日
開
庁
を
行
い
ま
す

日
時
　
３
月
６
日
㈰
・
13
日
㈰
・
27

　
日
㈰
10
時
〜
16
時

場
所
　
市
役
所
１
番
窓
口

対
象
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

　
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
申
請
を
行
い
、

　
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

　
付
通
知
書
が
届
い
て
い
る
方

持
ち
物
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

　　
付
通
知
書
、
通
知
カ
ー
ド
、
運
転

　
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
、

　
印
鑑
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

※

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
お
持

　
ち
の
方
の
み
。

※

窓
口
が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

　
れ
ま
す
の
で
、
お
待
ち
い
た
だ
く

　
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※

本
人
確
認
書
類
の
詳
細
な
ど
は
マ

　
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

　
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事

　
前
に
お
読
み
の
上
、
来
庁
し
て
く

　
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

（
☎
　
１
８
５
５
）

３
月
分
（
５
月
２
日
納
付
期
限
分
）

　小・中学生のお子さんを持つ保護者への経済的支援
をする就学援助制度を設けています。
※世帯の収入状況などで援助の認否を審査するため、
　認定されない場合もあります。

小・中学生の就学を援助します小・中学生の就学を援助します小・中学生の就学を援助します

▶主な援助内容（平成27年度時の年額）

▶問い合わせ　在学中・入学予定の小・中学校または
　学校教育グループ（☎　１１６２）

費目

学用品費など

入学準備金

学校給食費

修学旅行費
校外活動費
通学費

ＰＴＡ会費

小学校 中学校
1年生
2～6年生
1年生

1～6年生

11,420円
13,650円
20,470円

49,920円

1年生
2・3年生
1年生
1・2年生
3年生

22,320円
24,550円
23,550円
59,520円
57,040円

実　費　額（対象経費枠内）

88

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド

ドイガのしらく 　市や国、道からのお知らせ 18

障がいのある方を対象に
臨時職員を募集します
　市は、障がいのある方の就労や職業的自立の促進、
障がい者就労に関する啓発・理解の促進を図るため、
障がいのある方を対象に臨時職員を募集します。
▶任用期間　５月１日～９月30日（勤務成績が良好な
　場合、最大６カ月の延長があります）
▶職務内容　軽作業や事務補助など
▶募集人員　１人程度
▶勤務時間　月～金曜日（祝日を除く）の９時～14時
　45分（１日５時間勤務・休憩45分）
※障がいなどの状態や勤務場所により、勤務時間・勤
　務日数を変更する場合があります。
▶勤務場所　市役所または市の公共施設
▶賃金　時間給780円
　※労働能力に応じて賃金を減額する場合があります。
▶応募要件　次の３項目全てに該当する方
・市内に居住する障害者手帳をお持ちの方で、昭和32年
　４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方
・『障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す
　るための法律』に基づく就労移行支援事業や就労継
　続支援事業を利用している方、または、登別地方高
　等職業訓練校や障害者就業・生活支援センターなど
　で職業訓練などを受けている方（過去に民間企業な
　どでの就労経験がある方を含む）
・障がいなどの状態がおおむね安定している方
▶選考方法　面接と書類選考
※選考の結果、雇用が決定した方は、４月中に２週間
　程度の職場実習を行います（交通費などは支給しま
　す）。
▶申し込み　３月７日㈪から18日㈮までに電話で申し
　込みをし、市販の履歴書に必要事項を記入するとと
　もに写真を貼り付け、指定された日時に、申し込む
　本人が障害福祉グループに持参
▶問い合わせ　障害福祉グループ（☎　３７３２）

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
就
労
支
援

○
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

対
象
　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

　
家
庭
の
父
で
、
看
護
師
な
ど
の
高

　
度
な
技
能
の
資
格
取
得
の
た
め
に

　
就
業
す
る
方

給
付
金
　
月
額
７
万
500
円
（
市
民
税

　
が
非
課
税
の
方
は
月
額
10
万
円
）

※

申
請
す
る
前
に
、
問
い
合
わ
せ
先

　
に
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

対
象
　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

　
家
庭
の
父
で
、
指
定
さ
れ
た
教
育

　
訓
練
給
付
講
座
を
受
講
す
る
こ
と

　
が
適
職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ

　
る
と
認
め
ら
れ
る
方

給
付
金
　
受
講
費
用
の
２
割
に
相
当

　
す
る
額
（
上
限
10
万
円
、
下
限
４

　
千
円
）

※

申
請
す
る
前
に
、
問
い
合
わ
せ
先

　
に
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

○
ひ
と
り
親
の
相
談
窓
口

日
時
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

　
10
時
か
ら
16
時
45
分
ま
で
（
金
曜

　
日
は
15
時
45
分
ま
で
）

場
所
　
子
育
て
グ
ル
ー
プ

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

（
☎
　
５
６
３
４
）

胆
振
幌
別
川
の
水
位
の
上
昇

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
雪
解
け
に
よ
り
、
ダ
ム
の
水
量
が

多
く
な
る
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
ダ
ム
が
増
水
し
た
と
き
は
、
水
を

放
流
し
て
水
位
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

放
流
中
は
、
胆
振
幌
別
川
の
水
位
が

上
昇
し
ま
す
。

　
放
流
の
際
に
は
、
ダ
ム
の
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

放
送
や
警
報
車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
地
区
工
業
用
水

　
道
管
理
事
務
所（
☎
　
２
８
２
１
）

監
査
結
果
と
措
置
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す

　
平
成
27
年
度
定
期
監
査
及
び
財
政

的
援
助
団
体
等
監
査
の
結
果
、
並
び

に
指
摘
事
項
の
措
置
状
況
報
告
は
市

役
所
前
掲
示
場
で
公
表
し
ま
し
た
が
、

市
役
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

監
査
執
行
者
　
登
別
市
監
査
委
員
・

　
三
浦
忠
夫
、
木
村
俊
子

執
行
期
間
　
平
成
27
年
９
月
28
日
〜

　
平
成
28
年
１
月
28
日

監
査
の
範
囲
　
平
成
26
年
４
月
か
ら

　
平
成
26
年
９
月
ま
で
に
執
行
さ
れ

　
た
市
の
事
務
等
と
財
政
的
援
助
団

　
体
等
の
平
成
26
年
度
執
行
分

問
い
合
わ
せ
　 

監
査
委
員
事
務
局

（
☎
　
９
２
３
０
）

子
ど
も
が
安
全
安
心
に

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
を
利
用
す
る
た
め
に

　
満
18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
ス
マ
ー

ト
ホ
ン
を
利
用
さ
せ
る
場
合
、
保
護

者
の
方
は
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
で
ト
ラ

　
ブ
ル
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

　
よ
う
、
安
全
な
使
い
方
や
知
識
な

　
ど
を
親
子
で
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
適
切
な
生
活
習
慣
の
た
め
、
「
使

　
う
時
間
は
21
時
ま
で
」
と
い
っ
た

　
家
庭
の
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

・
不
用
意
に
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
に

　
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に
制
限
を

　
か
け
る
『
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
』
を

　
必
ず
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
省
北
海
道
総
合

　
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

（
☎
011
ー
709
ー
２
３
１
１
）

み
　 

う
ら  

た
だ   

お
　         

き    

む
ら  

と
し   

こ

くらしのガイド
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『
北
海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関

す
る
条
例
』が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
た
び
制
定
さ
れ
た
条
例
で
は
、

次
の
責
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
道
民

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
の
社

　
会
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

・
飲
酒
運
転
を
し
な
い
。

・
飲
酒
が
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

　
い
て
理
解
を
深
め
る
。

・
道
の
施
策
に
協
力
す
る
。

・
飲
酒
運
転
を
し
て
い
る
人
に
対
す

　
る
制
止
に
努
め
る
。

・
飲
酒
運
転
を
発
見
し
た
場
合
な
ど

　
に
警
察
官
へ
の
通
報
に
努
め
る
。

○
事
業
者

・
従
業
員
に
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関

　
す
る
教
育
や
指
導
を
す
る
。

・
道
が
実
施
す
る
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
。

○
飲
食
店
営
業
者
や
酒
類
販
売
業
者

・
飲
酒
運
転
の
防
止
に
関
す
る
文
書

　
の
掲
示
な
ど
に
努
め
る
。

・
飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

　
来
店
者
に
対
す
る
制
止
に
努
め
る
。

・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
な
ど
と
連
携
す

　
る
。

・
来
店
者
の
飲
酒
運
転
を
発
見
し
た

　
場
合
に
警
察
官
へ
の
通
報
に
努
め

　
る
。

問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
道
民
生
活
課

（
☎
011
ー
204
ー
５
２
１
９
）

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

不
正
送
金
に
ご
注
意
を

　
道
内
で
は
、
依
然
と
し
て
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
不
正
送
金
被
害
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
銀
行
取
り
引
き

で
現
金
が
不
正
に
引
き
出
さ
れ
る
こ

と
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
室
蘭
警

察
署
管
内
で
も
過
去
２
年
間
で
３
件

の
事
案
が
発
生
し
、
計
約
320
万
円
の

被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の

６
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｏ
Ｓ
や
ウ
イ
ル

　
ス
対
策
ソ
フ
ト
は
、
常
に
最
新
の

　
物
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
い
つ
も
と
違
う
ロ
グ
イ
ン
画
面
や

　
不
自
然
な
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
注
意

　
し
ま
し
ょ
う
。

・
銀
行
な
ど
を
名
乗
る
怪
し
い
メ
ー

　
ル
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
同
じ
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い
回
さ
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
送
金
通
知
メ
ー
ル
を
常
に
確
認
し

　
ま
し
ょ
う
。

・
口
座
履
歴
を
こ
ま
め
に
確
認
し
ま

　
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
警
察
署
生
活
安

　
全
課
（
☎
　
０
１
１
０
）

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

運
営
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

任
期
　
平
成
28
年
７
月
か
ら
２
年
間

※

委
員
会
開
催
は
年
３
回
予
定
。

報
酬
な
ど
　
１
日
に
つ
き
５
千
円
の

　
報
酬
、
旅
費

対
象
　
満
20
歳
以
上
の
方

募
集
人
数
　
５
人
（
提
出
さ
れ
た
小

　
論
文
な
ど
に
よ
り
選
考
）

申
し
込
み
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ
に

　
備
え
付
け
ま
た
は
北
海
道
後
期
高

　
齢
者
医
療
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
掲
載
の
応
募
要
領
に
基
づ
き
、

　
４
月
28
日
㈭
ま
で
に
必
要
書
類
を

　
同
広
域
連
合
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
同
広
域
連
合

（
☎
011
ー
290
ー
５
６
０
１
）

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

　
総
務
・
教
育
、
生
活
・
福
祉
、
観

光
・
経
済
の
各
委
員
会
の
う
ち
で
、

い
ず
れ
か
一
つ
の
委
員
会
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
登
録
し
、
委
員
会
で
必

要
と
認
め
ら
れ
た
と
き
に
、
議
案
な

ど
の
審
査
や
調
査
の
た
め
に
参
考
意

見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
議
会
事
務
局
に
備
え
付

　
け
ま
た
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
し
、
３
月
18
日
㈮
ま
で
に
持

　
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

　
メ
ー
ル
で
議
会
事
務
局
（
〒
059
ー

　
８
７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、
　

　
　
０
０
１
８
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

　　
に
提
出

※

サ
ポ
ー
タ
ー
の
氏
名
は
、
市
議
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
だ
よ
り
で

　
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局

（
☎
　
９
２
２
０
）

自
衛
官
の
募
集

○
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

試
験
日
　
４
月
15
日
㈮
か
ら
19
日
㈫

　
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

受
付
期
間
　
４
月
８
日
㈮
ま
で

対
象
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

○
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

試
験
日
　
４
月
15
日
㈮
か
ら
19
日
㈫

　
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

受
付
期
間
　
４
月
８
日
㈮
ま
で

対
象
　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

　
な
ど
を
有
す
る
方

○
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

試
験
日
（
１
次
）
　
５
月
14
日
㈯

受
付
期
間
　
５
月
６
日
㈮
ま
で

対
象

・
大
卒
程
度
試
験…

平
成
29
年
４
月

　
１
日
現
在
で
22
歳
以
上
26
歳
未
満

　
の
方
（
平
成
28
年
度
中
に
卒
業
見

　
込
み
の
方
を
含
む
）

・
院
卒
者
試
験…

平
成
29
年
４
月
１

　
日
現
在
で
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の

　
修
士
課
程
修
了
者
な
ど

※

大
卒
程
度
試
験
と
院
卒
者
試
験
は

　
併
願
で
き
ま
す
。

※

各
募
集
の
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し

　
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

　
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
　
９
５
３
３
）

i@city.noboribetsu.lg.jp

）

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド
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道営住宅入居者募集道営住宅入居者募集

申し込み要件申し込み要件

登 別 西 団 地

若 山 団 地

若 山 団 地

登 別 東 団 地

登 別 東 団 地

桜 木 団 地

桜 木 団 地

棟番号 広さ・階数 築年面積団地名 住宅分類（※単身不可）

▶対象　次の全ての要件に該当する方
・世帯全体の収入が公営住宅法に定める基準内でそれを証明できる方
・同居者がいる方
・入居者と同居者が、『暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律』（暴力団対策法）
　第２条第６号に規定する暴力団員でない方
・現住所が登別市以外の方（転入世帯向けの住宅のみ）
※持ち家のある方・公営住宅や社宅などにお住まいの方は申し込みをすることはできません。
　ただし、持ち家を処分してそれを証明できる方、公営住宅にお住まいで遠距離通勤や長期
　通院をしている方、社宅の退去が決まっていてそれを証明できる方は申し込みをすること
　ができます。
※募集案内の設置場所については、問い合わせください。

●募集住宅（７戸）

B-  24

B-403

B-503

D-106

D-401

D-412

D-433

69.2平方㍍

69.5平方㍍

50.1平方㍍

50.1平方㍍

70.3平方㍍

78.1平方㍍

78.3平方㍍

3LDK・２階

3LDK・４階

3LDK・５階

 2DK・１階

 2DK・４階

3LDK・４階

3LDK・４階

昭和60年

昭和64年

昭和51年

平成12年

平成13年

平成９年

平成９年

一般世帯向け

一般世帯向け

一般世帯向け

一般世帯向け

転入世帯向け

一般世帯向け

一般世帯向け

●受け付け期間・場所　３月７日㈪～８日㈫　９時30分～16時30分・登別市民会館
●抽選会日時・場所　３月16日㈬10時・室蘭市中小企業センター　※抽選会は公開で行います。
●問い合わせ

技
能
検
定
試
験

　
『
技
能
検
定
』
は
、
労
働
者
の
技

能
と
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
国
家
検
定

制
度
で
す
。
合
格
者
に
は
合
格
証
書

が
交
付
さ
れ
、
『
技
能
士
』
を
称
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
胆
振
地
方
技
能
訓
練
協

　
会
（
〒
051
ー
８
５
５
８
室
蘭
市
海

　
岸
町
１
丁
目
４
ー
１
）
で
配
布
し

　
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
の
上
、
４
月
４
日
㈪
か
ら
15
日

　
㈮
ま
で
に
同
協
会
に
持
参
ま
た
は

　
郵
送

※

申
し
込
み
に
は
、
写
真
２
枚
と
受

　
験
手
数
料
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
同
協
会
（
胆
振
総
合

　
振
興
局
内
・
☎
　
９
５
８
８
）

登
別
と
き
め
き
大
学

体
験
入
学
講
演
会

日
時
　
３
月
８
日
㈫
13
時
30
分
〜
15

 
時
15
分

場
所
　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

内
容
　
講
演
『
「
ひ
と
り
で
は
生
き

　
ら
れ
な
い
」
〜
老
い
へ
の
心
得
な

　
ど
〜
』

※

講
演
前
に『
受
講
生
称
号
授
与
式
』

　
を
行
い
ま
す
。

講
師
　
作
家
・
小
檜
山
博
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

（
☎
　
１
１
２
９
）

就
職
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　
３
月
17
日
㈭
13
時
30
分
〜
16

　
時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
　
ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
の
作
成
、
履

　
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
や

　
面
接
対
応
の
指
導

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
３
月
14
日
㈪
ま
で
に
登

　
別
職
業
訓
練
協
会

（
☎
　
１
４
５
０
）

上
級
救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
　
３
月
19
日
㈯
９
時
〜
17
時

場
所
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

講
師
　
市
消
防
職
員

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
心
肺
蘇

　
生
法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
な

　
ど
の
学
習

※

受
講
後
に
行
う
筆
記
試
験
と
実
技

　
試
験
に
合
格
す
る
と
、
『
上
級
救

　
命
講
習
修
了
証
』
を
交
付
し
ま
す
。

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
３
月
14
日
㈪
ま
で
に
市

　
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
　
６
８
６
６
）

24
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こ
　 

ひ
　
や
ま 

は
く
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　市の厳しい財政状況の中、公共施設の維持管理経費が大きな負担となっていることや平成18年度の料
金改定から相当の期間が経過していることなどから、行財政改革の一環として、平成28年４月１日以降
の公共施設（集会施設）の使用に係る減額使用料を改定します。

公共施設（集会施設）の減額使用料を改定します公共施設（集会施設）の減額使用料を改定します

▶問い合わせ　登別温泉ふれあいセンター（登別温泉支所・☎　２０６８）、鉄南ふれあいセンター
　（☎　２９６６）、児童館（子育てグループ・☎　５６３４）、しんた21（健康推進グループ・☎
　　０１００）、労働福祉センター（☎　５０４４）、婦人センター（登別支所・☎　１１３１）、
　市民会館（☎　１１３９）、鷲別公民館（☎　８８２３）、登別公民館（登別支所・☎　１１３１）、
　登別温泉公民館（登別温泉支所・☎　２０６８）、カント・レラ（社会教育グループ・☎　１１２９）

※料金は使用する部屋などによって異なりますので、詳しくは各施設に問い合わせください。

▶料金改定の例

84

84

88
88 86 83

83

市民会館

鷲別公民館

登別公民館

施設名

登別温泉ふれ
あいセンター

鉄南ふれあ
いセンター

美園児童
センター

しんた21

労働福祉
センター

婦人セン
ター

登別温泉
公民館

カント・レラ

室名

多目的
ホール

和室1号

１号室

多目的
ホール

サークル室

和室第1号

サークル
活動室

研修室

研修室

1号室

1号和室

使用料区分

通常

減額

通常

減額

通常

減額

通常

減額

通常

減額

通常

減額

通常

減額

通常

減額

通常

減額

通常

減額

通常

減額

現　行
現　行
改定後

現　行
現　行
改定後
現　行
現　行
改定後
現　行
現　行
改定後
現　行
現　行
改定後
現　行
現　行
改定後
現　行
現　行
改定後
現　行
現　行
改定後
現　行
現　行
改定後
現　行
現　行
改定後

現　行
現　行
改定後

午前 全日午後 夜間
使用料 冬季使用料使用料 冬季使用料使用料 冬季使用料使用料 冬季使用料

700
250
350
400
150
200
800
250
400
2,800
850
1,400
400
150
200
200
100
100
900
300
450
1,000
300
500
600
200
300
200
100
100
1,100
350
550

1,000
550
650
500
250
300
1,000
450
600
3,200
1,250
1,800
500
250
300
300
200
200
1,000
400
550
1,200
500
700
1,200
800
900
400
300
300
1,600
850
1,050

900
300
450
600
200
300
1,100
350
550
3,700
1,100
1,850
500
150
250
300
100
150
1,200
400
600
1,300
400
650
700
250
350
300
100
150
1,500
450
750

1,200
600
750
700
300
400
1,400
650
850
4,300
1,700
2,450
600
250
350
400
200
250
1,400
600
800
1,500
600
850
1,500
1,050
1,150
500
300
350
2,200
1,150
1,450

900
300
450
600
200
300
1,100
350
550
2,800
850
1,400
500
150
250
300
100
150
1,200
400
600
1,300
400
650
700
250
350
300
100
150

1,200
600
750
700
300
400
1,400
650
850
3,200
1,250
1,800
600
250
350
400
200
250
1,400
600
800
1,500
600
850
1,500
1,050
1,150
500
300
350

2,300
700
1,150
1,500
450
750
2,900
900
1,450
9,000
1,850
4,500
1,300
400
650
700
250
350
3,200
1,000
1,600
3,400
1,050
1,700
1,900
600
950
800
250
400
2,400
750
1,200

3,200
1,600
2,050
1,800
750
1,050
3,600
1,600
2,150
10,600
3,450
6,100
1,600
700
950
1,100
650
750
3,600
1,400
2,000
4,100
1,750
2,400
4,300
3,000
3,350
1,300
750
900
3,800
2,150
2,600

－
－
－

－
－
－

　
　
　
　
　
　
　

』
せ
わ
合
い
問
『
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■店舗リフォーム補助金
　市内において既に事業活動
を行っている方に対し、店舗
への集客力や提供するサービ
ス向上のために行う店舗の修
繕、補修、模様替え、増改築
などに要する経費の一部を支
援します。

■空き店舗活用事業補助金
　３カ月以上事業の用に供さ
れていない市内の空き店舗を
活用して、新たに事業活動を
行う方に対し、店舗の賃借料
の一部を支援します。

■商談会等出展補助金
　自社で開発または製造した
製品、技術やサービスの販路
拡大を図るために商談会、展
示会、見本市などに出展する
市内事業者に対し、その出展
に必要な経費の一部を支援し
ます。

　『登別市事業所開設費補助金』の平
成27年度の募集は終了しましたが、平
成28年度以降も引き続き事業を実施す
る予定です。これから市内での起業や
新分野への進出をお考えの方は、まず
はご相談ください。

　『登別市事業所開設費補助金』のほか、商工業の振興に関する支援制度もありますので、詳しくは、
市ホームページをご覧いただくか、商工労政グループに問い合わせください。※各種要件あり。

85問い合わせ　商工労政グループ（☎○２１７１）

第３次募集

第４次募集

エステティックサロン

土産物の販売

飲食店（宅配可能）

博物館

美容室

所在地事業所名募集月日 事業内容

若草町４丁目10―12

登別温泉町76－８

富士町４丁目６－２

登別東町１丁目７－２

新生町１丁目18－２

Salon de L’ecrin

ＢＡＮＡＮＡ　ＬＥＡＦ

すし一丸登別店

登別映像機材博物館

晴れ、の美容室

▲晴れ、の美容室▲登別映像機材博物館

▲ＢＡＮＡＮＡ　ＬＥＡＦ ▲すし一丸登別店▲Salon de L’ecrin

（平成27年7月1日～31日）

（平成27年8月17日～9月18日）

サロン　　　ド　　　レクラン

バナナ　　　　　　　　　リーフ

いちまる

　市では、昨年４月から、市内で新たに事業活動を行うために起業や新分野への進出を行う方を対象に、事
業所の開設に要する経費の一部を補助する『登別市事業所開設費補助金』を創設し、市内における活発な起
業などを支援することにより、市内経済の活性化を図っています。
　制度開始から、平成28年１月末現在で９件の事業所が市内でオープンしました。今号では、第３次・第４
次募集で補助申請をして開業した５件の事業所を紹介します。

市の補助制度を活用して新しい事業所がオープンしました市の補助制度を活用して新しい事業所がオープンしました市の補助制度を活用して新しい事業所がオープンしました

そのほかの支援制度のご案内そのほかの支援制度のご案内そのほかの支援制度のご案内

くらしのガイド
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観光経済部、農業委員会の新執務室

市
立
図
書
館

ア
ー
ニ
ス
分
館

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

フードコート

テ
ナ
ン
ト

エスカレーター

　
観
光
経
済
部
（
商
工
労
政
グ
ル
ー

プ
、
農
林
水
産
グ
ル
ー
プ
、
観
光
振

興
グ
ル
ー
プ
）
、
農
業
委
員
会
の
執

務
室
が
、
登
別
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
ア
ー
ニ
ス
２
階
に
移
転
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ
の

執
務
室
が
、
市
役
所
本
庁
舎
３
階
に

移
転
し
ま
す
。

　
観
光
経
済
部
と
農
業
委
員
会
は
３

月
22
日
㈫
か
ら
、
高
齢
・
介
護
グ

ル
ー
プ
は
３
月
28
日
㈪
か
ら
新
し
い

執
務
室
で
事
務
を
行
い
ま
す
。
連
絡

先
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

市
役
所
の
執
務
室
を

　
　一
部
移
転
し
ま
す※観光振興グループの電話番号と観光経済

　部のファクス番号のみが変更で、そのほ
　かは従来と同じ番号です。

○移転後の電話番号など

高齢・介護グループ
商工労政グループ
農林水産グループ
観光振興グループ
農業委員会
観光経済部のファクス

番　号
☎　5720
☎　２１７１
☎　２３２１
☎　５３０１
☎　９１９０
　　５３０２83

83

FAX

登別商工会議所
　　 北海道銀行登別支店 JA

伊達市
登別支所

　JR幌別駅　　　　

★新執務室
（アーニス2階）

登別郵便局

室蘭信用金庫
  幌別支店

～観光経済部と農業委員会の新執務室～～観光経済部と農業委員会の新執務室～

アーニス2階
グループ名など

こんなときには国民年金の手続きが必要ですこんなときには国民年金の手続きが必要です

先き続手別種の者険保被きとなんこ

　日本国内に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満の全て
の方は、国民年金に加入することになっています。
　国民年金の加入種別は、ご本人や配偶者の就職・
転職・結婚などで変わることがあり、その場合は手
続きが必要です。
　手続きをしなかった場合、基礎年金（老齢・障害
・遺族）を受け取れなくなることもあるため、必ず
手続きをしましょう。
▶問い合わせ　年金・長寿医療グループ

（☎　２１３７）

・第１号被保険者…自営業者や学生など
・第２号被保険者…厚生年金に加入して
　　　　　　　　　いる会社員や公務員
　　　　　　　　　の方
・第３号被保険者…第２号被保険者に扶
　　　　　　　　　養されている配偶者
　　　　　　　　　（収入が一定額を超
　　　　　　　　　えない人）

加入の種別
　

パート収入が130万を超えたときなど、配偶者の扶養から外れ
るようになったとき

学生やフリーターなど、厚生年金に加入していない方が20歳
になったとき　

第２号被保険者に扶養されている配偶者が20歳になったとき

配偶者が就職して第２号被保険者になり、その第２号被保険
者に扶養されるようになったとき

第２号被保険者が60歳になる前に、会社などを退職したとき

第２号被保険者である方が会社などを退職し、第２号被保険
者である配偶者に扶養されるようになったとき

第２号被保険者（配偶者）に扶養されていた方で、その配偶
者が退職したとき

年金受給資格がある第２号被保険者（配偶者）が65歳になり、
その方に扶養されている配偶者が60歳未満のとき 第３号⇒第１号

　

　

年金・長寿医療グループ、
各支所

年金・長寿医療グループ、
各支所

年金・長寿医療グループ、
各支所

配偶者の勤務先

配偶者の勤務先

配偶者の勤務先

未加入⇒第１号

未加入⇒第３号

第２号⇒第１号

第１号⇒第３号

第２号⇒第３号

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド

ドイガのしらく 　市や国、道からのお知らせ 2425 困った！ときにはまず相談

相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

市民相談 随時

消費生活相談
随時

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

３月24日㈭・25日㈮
17時30分～20時
３月26日㈯９時～17時

３月17日㈭
14時～17時

水・金曜日
８時30分～17時

月～金曜日
17時以降(予約制)

月～金曜日
10時～16時(予約制)

３月４日㈮・18日㈮
10時～16時(予約制)

鉄南ふれあい
センター

登別労働会館
（千歳町３丁目）

地域職業相談室
（アーニス内）

土曜日
10時～17時

夜間・土曜
納税相談窓口

４月16日㈯
９時30分～12時

３月26日㈯
９時30分～12時

※登別消費者協会は火～
　金曜日の10時～16時。

職業訓練セン
ター（青葉町）

税務グループ

障害福祉グル
ープ

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

鉄南ふれあい
センター

鉄南ふれあい
センター

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

就職活動などで抱える不安や
悩みなど

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7）

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5）

３月25日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0）

４月８日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

交通事故や金銭貸借、損害賠償、
離婚など
担当弁護士：八木橋　俊輔さん
定員：６人（申し込み順）

障がいのある方の
就労相談窓口

無料労働相談
（市支援事業）

や ぎ はし すけしゅん

障がいのある方の就労や雇用

市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

３月10日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルなど

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）



問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎85０１００）

診査名・対象 日　時 内　　容 持ち物 場所

４月７日㈭
時間は個別通知

４月14日㈭
時間は個別通知

４月13日㈬
時間は個別通知

４月21日㈭
時間は個別通知

４月28日㈭
９時20分～10時

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）
診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談
発育・発達・育児・栄
養などの相談

母子健康手帳、
バスタオル、
替えおむつ

母子健康手帳

し
ん
た
21

乳幼児健康相談 診査

（平成27年11月生まれ）
４～５カ月児健康診査

（平成26年９月１日～
　平成26年９月24日生まれ）

１歳６カ月児健康診査

（平成27年６月生まれ）
10カ月児健康相談

（平成25年３月１日～
　平成25年３月23日生まれ）

３歳児健康診査

（事前の申し込みが必要です）
すくすく☆親子相談

日
時
　
3
月
12
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
親
子

内
容

　今
季
最
後
の
雪
遊
び

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

費
用

　１
人
100
円

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

　
飲
み
物
、
防
寒
着
、
着
替
え
な
ど

申
し
込
み

　3
月
11
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
3
月
9
日
㈬
10
時
〜
12
時

集
合
場
所
　
マ
リ
ン
パ
ー
ク
二
ク
ス

　
駐
車
場

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容

　マ
リ
ン
パ
ー
ク
二
ク
ス
の
見

　
学

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
保
護
者
の
み
１
千
200
円

持
ち
物
　
お
弁
当
、
防
寒
着
、
動
き

　
や
す
い
服
装

　
・
靴
、
着
替

　
え
な
ど

申
し
込
み

　3
月
8
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
3
月
16
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

　
援
を
し
て
い
る
指
導
者

内
容

　子
育
て
中
の
生
活
時
間
を
見

　
つ
め
、
笑
顔
で
暮
ら
す
た
め
の
話

　
し
合
い

講
師
　
室
蘭
友
の
会

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

※

託
児
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み

　
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　3
月
15
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
３
月
24
日
㈭
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
子
育
て
中
の
方

内
容

　春
を
探
し
に
森
を
散
歩

定
員

　15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

持
ち
物

　コ
ッ
プ
、
汚
れ
て
も
よ
い

　
服
装
・
靴

申
し
込
み

　3
月
23
日
㈬
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
3
月
17
日
㈭
10
時
〜
12
時

場
所
　
し
ん
た
21
２
階
多
目
的
ホ
ー

　
ル

対
象
　
乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
家
庭

　
の
親
子
、
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど

　
の
関
係
者

内
容

　絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し

　
て
触
れ
合
い
の
大
切
さ
を
伝
え
る

　
講
演
会

講
師
　
ち
い
さ
な
え
ほ
ん
や
・
ひ
だ

　
ま
り
代
表
・
青
田
正
徳
さ
ん

定
員

　乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
家
庭

　
の
親
子
は
30
組
程
度
ま
で

※

託
児
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み

　
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　３
月
11
日
㈮
ま
で
に
中

　
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
81

　
３
７
１
５
）

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　 

　  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　 

　  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

読
み
聞
か
せ
講
演
会

『
よ
ん
で
・
き
か
せ
る
・
子
育
て
を
』

読
み
聞
か
せ
講
演
会

『
よ
ん
で
・
き
か
せ
る
・
子
育
て
を
』

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

　 

　  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

　 

　  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

あ
お
た

ま
さ
の
り

すす

子
育
て

子
育
て

健 

康
健 

康

くくく

いい
ききき

すすすくくく

いいい
ききき

す
く
す
く

 

子 
育 
て

す
く
す
く

 

子 
育 
て
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健康健康健康
いきいき

子育て子育て子育て

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ

日時 診療所・住所・電話
３月の歯科救急医療

３月６日㈰
９時～11時

３月13日㈰
９時～11時

３月20日㈰
９時～11時

３月21日㈪
９時～11時

３月27日㈰
９時～11時

 

 

 

問い合わせ　室蘭歯科医師会 3 5 2 243

 岡田歯科医院
室蘭市中島町２丁目31－６

６６７７44（☎　　　　　）

 ふかせ歯科
登別市中央町２丁目16－４

２４７７85（☎　　　　　）

 奥村歯科医院
室蘭市母恋北町２丁目４－12

２３６６㉒（☎　　　　　）

 （☎　　　　　）金子歯科医院
室蘭市東町４丁目18－18

２６２１44

 （☎　　　　　）谷口歯科医院
室蘭市御前水町２丁目１－16

９０９０㉓

 （☎　　　　　）グリーンデンタルクリニック
室蘭市八丁平１丁目49－23

３１１８41

 （☎　　　　　　　　　）エルム歯科
伊達市末永町58－61

５１８８0 1 4 2㉕

日
時
　
４
月
中
旬
か
ら
毎
月
２
回
隔

　
週
土
曜
日
10
時
〜
（
全
10
回
）

場
所
　
か
ん
ぱ
ち
先
生
の
自
然
学
校

　
・
八
丁
平
校
（
室
蘭
市
八
丁
平
２

　
丁
目
47
―
15
）

対
象

　発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
と

　
そ
の
保
護
者
、
発
達
障
が
い
に
つ

　
い
て
知
り
た
い
方

内
容

　発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
の

　
保
護
者
の
た
め
の
、
子
育
て
支
援

　
の
方
法
を
学
習
す
る
講
座

定
員

　８
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　各
回
300
円
（
テ
キ
ス
ト
代

持
ち
物

　筆
記
用
具

申
し
込
み

　か
ん
ぱ
ち
先
生
の
自
然

　
学
校
・
八
丁
平
校
・
牧
野
さ
ん
　

　
（
☎
080

－

５
５
９
９

－

９
１
９

▼
対
象
　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後

　
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

　
い
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
保
険
税

　
（
料
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
　

※

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
28
年
４

　
月
１
日
以
前
か
ら
継
続
し
て
加
入

　
し
て
い
る
方
。

　

▼
実
施
医
療
機
関
・
自
己
負
担
予
定

　額
①
室
蘭
・
登
別
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

　
（
２
千
500
円
）

②
日
鋼
記
念
病
院
（
３
千
円
）

③
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
（
３
千
円
）

④
三
愛
病
院
（
３
千
円
）

▼
内
容
（
必
須
項
目
）
　
身
体
測
定
、

　
血
圧
、
尿
、
血
液
、
心
電
図
、
眼

　
底
、
視
力
、
聴
力
、
肺
機
能
、
腹

　
部
超
音
波
、
胸
部
Ｘ
線
、
便
潜
血
、

　
胃
バ
リ
ウ
ム
（
①
）
ま
た
は
胃
カ

　
メ
ラ
（
②
・
③
・
④
）

▼
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
（
無
料
）

・
前
立
腺
が
ん
検
診…

治
療
中
で
な

　
い
50
歳
以
上
の
男
性
対
象

・
乳
が
ん
検
診…

40
歳
以
上
で
偶
数

　
月
生
ま
れ
の
女
性
対
象
（
①
・
②

　

　
・
③
の
み
）

・
子
宮
が
ん
検
診…

20
歳
以
上
で
偶

　
数
月
生
ま
れ
の
女
性
対
象
（
①
・

　
②
の
み
）

▼
申
し
込
み
期
間
　
３
月
８
日
㈫
か

　
ら
平
成
29
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

※

①
は
受
診
日
時
の
指
定
は
で
き
ま

　
せ
ん
。

※

医
療
機
関
の
都
合
で
、
受
診
ま
で

　
に
日
数
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
。

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※

特
定
健
診
や
健
康
診
査
、
千
円
ド

　
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

　
（
☎
85
２
１
３
７
）
、
国
民
健
康

　
保
険
Ｇ
（
☎
85
１
７
７
１
）

 

日
時
　
３
月
16
日
㈬
15
時
〜

場
所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

　
療
セ
ン
タ
ー
３
階
大
講
堂

内
容
　
下
肢
血
管
の
病
気
・
脚
の
痛

　
み
や
む
く
み
の
原
因
と
そ
の
治
療

講
師
　
同
病
院
血
管
外
科
医
長
・
髙

　
井
佳
菜
子
さ
ん

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院

（
☎
47
４
４
０
４
）

短
期
人
間
ド
ッ
ク
（
平
成
28
年
度
分
）

を
受
診
し
ま
せ
ん
か

短
期
人
間
ド
ッ
ク
（
平
成
28
年
度
分
）

を
受
診
し
ま
せ
ん
か

産後子育てママ派遣事業を
ご利用ください

　出産後のお母さんの体力が回復するまでの
間、育児や家事の支援を必要とする家庭に対
し、ヘルパーが訪問してお母さんや生まれた
お子さんの身の回りの世話などを行い、お母
さんが安心して日常生活を営むことができる
よう支援します。

▼ 対象　市内に居住するお母さんと生まれた
　お子さんの介助をする方がいない家庭で、
　出産直後のため身の回りのことや育児・家
　事が困難な方
※協力できる親族がいる場合は除きます。

▼ ヘルパーの派遣期間　病院・診療所などで
　出産した場合は退院の日から、そのほかの
　場合は出産の日から30日以内の期間
※利用可能日数は、10日間で１日あたり８時
　から18時までの連続する４時間以内。
※日曜、祝日、12月30日から１月５日までの
　年末年始は利用できません。

▼ 支援内容
・乳児のもく浴や育児
・食事の世話、衣類の洗濯
・住居などの清掃や整理整頓
・生活必需品などの買い物（近隣に限る）
・生活と育児に関する相談や助言
・そのほか必要な育児や家事

▼ 費用　利用される世帯の市民税などの課税
　区分に応じて負担額が変わりますので、事
　前に問い合わせください。

▼ 問い合わせ　子育てグループ
（☎85５６３４）

第
25
回
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

第
25
回
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

ジ
ェ
イ
コ
ー

た
か

い

か
な
こ

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す

）

）

５

い
き
い
き

 

健

　

 

康

い
き
い
き

 

健
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日
時
・
内
容
　
３
月
５
日
㈯

①
10
時
30
分…

緑
の
猫

②
13
時…

お
に
ぎ
り

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

期
間
　
３
月
５
日
㈯
〜
31
日
㈭

場
所
　
市
立
図
書
館

内
容
　
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
た
保

存
期
限
の
過
ぎ
た
雑
誌
や
本
を
、

１
人
に
つ
き
１
日
10
冊
ま
で
差
し

上
げ
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
３
月
12
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
３
月
16
日
㈬
、
４
月
６
日
㈬

10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
３
月
17
日
㈭
18
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内
容
　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し

合
う
書
評
合
戦

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
３
月
26
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
３
月

25
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

期
間
　
３
月
８
日
㈫
〜
４
月
10
日
㈰

10
時
〜
16
時
（
４
月
は
17
時
ま
で
）

場
所
　
郷
土
資
料
館

内
容
　
今
年
度
仲
間
入
り
し
た
木
彫

り
熊
や
戦
時
関
係
資
料
な
ど
、
新

し
い
資
料
の
速
報
展

入
館
料
　
190
円
（
小
・
中
学
生
60
円
）

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

（
☎
88
１
３
３
９
）

日
時
　
３
月
６
日
㈰
13
時
〜

場
所
　
市
民
会
館
視
聴
覚
室

内
容
　
映
画
『
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会

い
に
行
く
』
の
上
映

参
加
料
　
300
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
　
同
実
行
委
員
会
新
婦

人
事
務
所
（
☎
85
４
０
６
０
）

日
時
　
３
月
11
日
㈮
18
時
〜
（
開
場

17
時
30
分
）

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

内
容
　
登
山
の
魅
力
と
危
険
予
知
、

安
全
な
登
山
な
ど
に
つ
い
て
講
演

講
師
　
北
海
道
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド

　
・
寺
口
一
孝
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
同
講
演
会
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
88
１
１
１
６
）

市民プール『らくあ』
　　　全館休館のお知らせ

▼問い合わせ
　　市民プール（☎85５５８８）

　３月13日㈰10時から17時30
分までは水泳大会のため、プ
ール、トレー
ニングルーム
の利用はでき
ません。

３
月
号

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

　
　
〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
２
０
１
５

文
化
講
演
会
〜
登
山
の
魅
力
と
全
道

に
ま
た
が
る
ア
イ
ヌ
語
の
山
々
〜

映
画
会

雑
誌
と
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

　
〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

市
立
図
書
館
休
館
情
報

第
39
回
国
際
女
性
デ
ー
登
別
集
会

特
別
展『
は
じ
め
ま
し
て
！

〜
平
成
27
年
度
新
資
料
〜
』

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
夕
べ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

〜
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
〜

て
ら
ぐ
ち
か
ず
た
か

28わくわくおでかけナビゲーション

『
申
し
込
み
』

『
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

日
時
　
３
月
12
日
㈯
11
時
〜
14
時
30

分
場
所
　
と
も
か
な

内
容
　
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
『
Ｔ
Ｉ
Ｏ

ガ
チ
ョ
ン
』
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
東

北
の
郷
土
料
理
販
売
、
東
北
物
産

展
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

参
加
料
　
コ
ン
サ
ー
ト
入
場
料
500
円
、

せ
ん
べ
い
汁
い
な
り
セ
ッ
ト
600
円

問
い
合
わ
せ
　
い
ぶ
り
た
す
け
愛

（
☎
88
２
６
２
６
）

　
北
海
道
登
別
明
日
中
等
教
育
学
校

の
文
化
系
部
活
動
の
練
習
成
果
を
発

表
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
13
日
㈰
11
時
〜
15
時
30

分
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
ほ
か

内
容
　

・
11
時
〜
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・
11
時
10
分
〜
生
徒
会
活
動
紹
介

・
11
時
20
分
〜
放
送
局
群
読

・
11
時
40
分
〜
前
期
演
劇
部
発
表

・
12
時
40
分
〜
ネ
パ
ー
ル
復
興
支
援

活
動
発
表

・
13
時
30
分
〜
Ｅ
Ｓ
Ｓ
学
校
紹
介

・
14
時
〜
後
期
演
劇
部
発
表

・
15
時
〜
学
校
公
認
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の

『
あ
け
た
ま
』
紹
介

・
15
時
10
分
〜
合
唱
部
発
表

　
そ
の
ほ
か
、
書
道
部
・
新
聞
局
・

美
術
部
の
作
品
展
示
、
茶
華
道
部
の

点
前
披
露
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
同
校

（
☎
85
０
３
５
１
）

日
時
　
３
月
14
日
㈪
10
時
〜
13
時
　

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内
容
　
地
元
の
魚
介
類
を
調
理

定
員
　
40
人

参
加
料
　
１
人
500
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
な
ど

申
し
込
み
　
３
月
８
日
㈫
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
85
８
３
０
７
）

日
時
　
３
月
17
日
㈭
13
時
〜
15
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容
　
ア
ザ
レ
ア
、
プ
リ
ム
ラ
、
ミ

ニ
バ
ラ
、
カ
ラ
ン
コ
な
ど
、
春
ら

し
さ
を
彩
る
寄
せ
植
え
作
り

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
500
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
　
薄
手
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
剪

定
ば
さ
み
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
　
３
月
７
日
㈪
か
ら
11
日

㈮
ま
で
に
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン

ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
２
９
５

８
）

日
時
　
３
月
19
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所
　
と
も
か
な

対
象
　
男
性

内
容
　
料
理
の
基
本
を
学
び
、
夕
食

の
お
か
ず
と
酒
の
さ
か
な
作
り

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

申
し
込
み
　
３
月
17
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
３
月
26
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内
容
　
介
護
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の

思
い
や
悩
み
を
気
軽
に
話
し
合
い

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
250
円
（
茶
菓
子
付
き
）

申
し
込
み
　
３
月
24
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
３
月
25
日
㈮
〜
28
日
㈪

対
象
　
18
歳
以
上
の
方
（
20
歳
未
満

の
方
は
親
権
者
の
承
諾
書
が
必
要
）

内
容
　
岩
手
県
陸
前
高
田
市
・
宮
城

県
南
三
陸
町
の
被
災
地
を
訪
問
し
、

足
湯
の
提
供
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の

振
る
舞
い
な
ど
を
行
う

参
加
料
　
１
万
円
（
移
動
費
、
往
復

の
フ
ェ
リ
ー
代
な
ど
）
、
食
費

問
い
合
わ
せ
　
同
応
援
団
・
勝
間
さ

ん
（
☎
090
ー
２
６
９
１
ー
３
３
０

８
）

日
時
　
３
月
20
日
㈰
13
時
30
分
〜
15

時
場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

内
容
　
縄
文
人
の
世
界
観
を
読
む

講
師
　
札
幌
医
科
大
学
客
員
教
授
・

北
海
道
考
古
学
会
長
・
大
島
直
行

さ
ん

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
登
別
縄
文
ど
き
ど
き

ク
ラ
ブ
・
大
谷
さ
ん

（
☎
86
３
３
６
０
）

お
お
し
ま
な
お
ゆ
き

会 員 募 集
　太極拳をはじめてみませんか。

▼ 活動日　毎週金曜日13時30分～15
　時30分

▼ 場所　総合体育館２階多目的室

▼ 費用　月額3,000円

▼ 問い合わせ　同サークル・林さん
　　　　　　　　（☎43３６３２）

　春夏は自然の花、秋は紅葉、冬は
山スキーやスノーシューなど、四季
を通じて山を楽しみませんか。

▼ 費用　年額5, 000円（別途、山岳
　保険に入る必要があります）

▼ 問い合わせ　同会・藤木さん
　　　　　　　　（☎85５８９７）

　健康づくりをしながら親睦を深め
ませんか。どなたでも楽しめます。

▼ 日時　４月から11月までの毎週月
　・金曜日の午前中

▼ 場所　美園公園（美園町５丁目）

▼ 費用　年額1, 500円

▼ 問い合わせ　同会・二階堂さん
　　　　　　　　（☎86８３２１）

登別太極拳サークル登別太極拳サークル

登別山岳会登別山岳会

登別グランドゴルフ協会登別グランドゴルフ協会 第
６
回
食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

料
理
講
習
会

春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

男
の
料
理
教
室

元
気
に
介
護
の
会

冬
の
縄
文
講
演
会

東
北
ガ
ン
バ
レ
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

あ
け
び
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

登
別
元
鬼
協
議
会
後
援

頑
張
れ
東
北
！

登
別
元
鬼
応
援
団
員
募
集

げ
ん

　
　き

げ
ん

　
　き
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期間　３月10日㈭～23日㈬

日時　３月５日㈯13時30分～15時30分
内容　講演『市民活動
の目的実現とこれか
らの資金調達』、私
の活動事例発表、登
別市を面白くする企
画提案を行うグルー
プディスカッション
　『私とあなたが創る登別』など
申し込み　３月４日㈮までにのぼりん

日時　毎週月・金曜日20時30分～21時15分
内容　ヨガ体験
定員　各日10人（申し込み順）
※参加は１人１回までです。

日時　３月28日㈪13時～17時
対象　遺言を書きたいがどうしたら良いかわから
ない方、書いた遺言書に問題がないか不安の方
※専門家に相談している方は対象外です。
内容　遺言書の書き方を行政書士が教えます
定員　７人（申し込み順）
参加料　500円（資料代）

申し込みは、開催日の3日前までです。

日時　３月15日㈫10時
　～12時
内容　やさしい曲を練
　習します
定員　５人（申し込み
　順）
持ち物　筆記用具

日時　３月19日㈯10時
　～12時
対象　小学生以上の方
内容　講師による対局
　指導をします
定員　20人（申し込み
　順）

日時　３月19日㈯14時
　～16時
内容　江差追分の歌い
　方を学びます
定員　20人（申し込み
　順）
持ち物　筆記用具

日時　３月27日㈰10時
　～12時
定員　10人（申し込み
　順）
※小学生は保護者同伴。

からのお知らせ『のぼりん』市民活動センター
申し込み・問い合わせ☎83６８６６

大正琴教室（岡田　陽子講師）大正琴教室（岡田　陽子講師）

囲碁教室（保沢　宏講師）囲碁教室（保沢　宏講師）

江差追分道場（石橋　涛栄講師）江差追分道場（石橋　涛栄講師）

子ども将棋教室（佐藤　和義講師）子ども将棋教室（佐藤　和義講師）

登別水彩クラブ
会員作品展
（登別水彩クラブ主催）

登別水彩クラブ
会員作品展
（登別水彩クラブ主催）

のぼりん展示・体験コーナーのぼりん文化講座

市民活動養成講座
（市民活動センター主催）
市民活動養成講座
（市民活動センター主催）

ヨガ教室ヨガ教室

遺言書作成講座（安部　裕一講師）遺言書作成講座（安部　裕一講師）

のぼりんイベント

おかおか だだ ようよう ここ

ほほ ざわざわ ひろしひろし

いしいし ばしばし とうとう えいえい

ささ とうとう かずかず よしよし

ああ べべ ゆうゆう いちいち
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　キャンプご飯作りやテントの設営、積雪期に外
で寝る技術を使ったビバーク体験などをします。
日時　３月５日㈯13時
　30分～６日㈰９時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み
　順）
参加料　2,000円
持ち物　寝袋、マット、
　ヘッドライト、食器類、防寒着、キャンプ道具、
小型テント（お持ちの方）
申し込み　３月２日㈬までにふぉれすと鉱山

　大きなログハウス『ガウディ』を拠点に、雪の
中での遊びを全力で楽しみます。２日目の最後に
は１年間の様子をスライドショーで上映します。
日時　３月12日㈯10時～13日㈰12時
対象　小学４年生から中学１年生まで
定員　20人（申し込み順）
参加料　2,500円
※申し込み後に参加要項をお送りします。
申し込み　３月９日㈬までにふぉれすと鉱山

　春を探しに森へ出かけます。
日時　３月13日㈰10時
　～14時
対象　３歳以上の小学
　校入学前の子どもと
　その保護者
参加料　200円
持ち物　野外で活動で
　きる服装、防寒着、昼食、飲み物、手袋、帽子
など
申し込み　３月10日㈭までにふぉれすと鉱山

　里山周辺を散策し、森への１年間の感謝を込め
てパーティーを行います。
日時　３月19日㈯10時～12時
参加料　100円（18歳以上の方200円）
持ち物　野外で活動できる服装・靴、防寒着、防
寒具、手袋、帽子など

申し込み　３月18日㈮までにふぉれすと鉱山

　１年間の活動の最後をパーティーで締めくくり
ます。
日時　３月20日㈰10時～15時
対象　小学１年生から６年生まで
参加料　200円
持ち物　野外で活動
　できる服装・手袋、
　帽子、防寒着、長
　靴、飲み物、昼食
　など
申し込み　３月17日
　㈭までにふぉれす
　と鉱山

　自然ガイドと一緒に、生き物たちの春の芽吹き
を見つけに行きます。
日時　３月26日㈯10時～12時
対象　18歳以上の方
参加料　300円
持ち物　野外で活動
　できる服装・靴、
　防寒着、防寒具、
　手袋、帽子など
申し込み　３月25日
　㈮までにふぉれす
　と鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ

たまにはアウトドアライフたまにはアウトドアライフ

山の学校山の学校

森のようちえん森のようちえん

里山づくりの日里山づくりの日

ガイドウォークガイドウォーク

ながぐつレンジャーながぐつレンジャー
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今月の新着図書今月の新着図書
市立図書館市立図書館

※市立図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

不用品不用品ダイヤルダイヤル市市 申し込み・問い合わせは

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時
登別消費者協会（☎　8307） ☎　4324☎　4324

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝＝こどものほん＝

ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）
●マージャンパイ●折り畳み式将棋盤・駒●ホームタンク（90㍑
用）●プリントゴッコ（ＰＧ11）●幼児用自転車（４～６歳用）
●子ども用机●餅つき器（味噌羽根なし一升用）●ガスコンロ（
プロパンガス用）●電話機（ファクス機能なし）●シルバーカー
●ベビーカー（四輪フード付き）●お雛様（７段飾り）●電動ミ
シン●洋服ダンス●気化式加湿器●レコード（洋楽、ＬＰ盤50枚
・７㌅盤50枚）●夏タイヤ（155／80Ｒ13、オイル付き）

ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）
●子ども用自転車（12～14㌅）●餅つき器（味噌羽根付き一升用）
●すり鉢（直径約35㌢㍍）●切手アルバム（収集ケース）●ポー
タブル電動ミシン●男子学生服（大・小）●鷲別中学校男子用ジ
ャージー●パソコン用ハガキ作成ソフト●ワープロ●ワープロリ
ボン

坂の途中の家坂の途中の家

モリくんのいちごカーモリくんのいちごカー

角田　光代　著角田　光代　著
かく　た　　　 みつ　よかく　た　　　 みつ　よ

ひがしやま　　　あき　ら

あさ　だ　　　　じ　ろう

ひら いわ　　　ゆみ　え

かんべ　あやこ 作かんべ　あやこ 作

　刑事裁判の補充裁判員になった
里沙子は、子どもを殺した母親を
めぐる証言にふれるうち、彼女の
境遇にみずからを重ねていくのだ
った…。

　今日はきつねさんのお誕生日。
こうもりのモリくん、かえるくん、
ねずみのきょうだいは、内緒でお
誕生会の準備をすることに…。愉
快でおいしい冒険絵本。

卒
業
の
と
き

『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

＋
体
験
入
学
』の
ご
案
内

の
高
校
生
の
参
加
を
募
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
説
明
会
も
同
時
開
催
し
、
学

費
や
奨
学
金
制
度
、
学
校
生
活
や
就

職
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
自
家
用

車
で
の
来
校
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
無
料
送
迎
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
４
月
入
学
生
は
全
学
科
で

願
書
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
郵
送

の
ほ
か
、
来
校
で
の
出
願
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
疑
問
・
質
問
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時

・
３
月
５
日
㈯

　
11
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
３
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　
10
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

　
３
月
12
日
㈯
に
行
わ
れ
る
第
33
回

卒
業
式
を
も
っ
て
、
多
く
の
工
学
院

生
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。

　
卒
業
に
先
立
っ
て
、
２
月
17
日
か

ら
19
日
に
か
け
て
、
札
幌
地
下
歩
行

空
間
で
『
卒
業
・
修
了
制
作
展
』
を

行
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
の
『
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＋
体
験
入
学
』
で

は
、
全
道
各
地
か
ら
の
無
料
送
迎
バ

ス
の
運
行
を
予
定
し
て
お
り
、
多
く

◇ありきたりの痛み 東山　彰良 著
◇獅子吼 浅田　次郎 著
◇お伊勢まいり（新・御宿かわせみ６） 平岩　弓枝 著

ない しょ

きょう たんじょうび

じゅん び ゆ

かい ぼう けん　え　ほん

ねこ

◇ヨクネルとひな 酒井　駒子 絵
◇お金があればしあわせなの？ 大野　正人 作
◇ゆうかんな猫ミランダ エレナー・エスティス 作

さか　い　　　こま　こ

おお　の　　　 まさ　とかね

し　　し　く

▲輝かしい未来に進む卒業生（昨年の卒
　業式の様子）

▲多くの方にご覧いただいた『卒業・修
　了制作展』

地 域 だ よ り33

親
子
で
ス
キ
ー
に
挑
戦

　
新
和
会
で
は
、
ご
み
減
量
と
資
源

の
有
効
利
用
を
進
め
る
た
め
、
月
２

回
、
各
家
庭
か
ら
出
る
新
聞
紙
や
雑

誌
、
空
き
瓶
な
ど
の
回
収
活
動
を
役

員
総
出
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
効
率

的
な
回
収
作
業
に
努
め
た
と
こ
ろ
、

平
成
27
年
度
の
回
収
量
は
73
㌧
。
資

源
回
収
で
得
た
奨
励
金
で
、
町
内
会

全
戸
に
市
指
定
の
燃
や
せ
る
ご
み
袋

（
20
㍑
袋
10
枚
）
を
配
布
し
ま
し
た
。

新
和
会

　
　
　
　
会
長
　
島
田
　
幸
一

　
登
別
温
泉
地
区
連
合
町
内
会
は
、

小
学
生
と
そ
の
親
を
対
象
に
、
サ
ン

ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
で
『
親
子
ス
キ
ー

教
室
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
会
員
６
人
の
指
導
で
、

参
加
者
は
、
ス
キ
ー
板
を
平
行
に
揃

え
た
り
ハ
の
字
型
に
滑
っ
た
り
す
る

技
術
を
学
び
ま
し
た
。
指
導
を
受
け

な
が
ら
滑
っ
て
い
く
う
ち
に
少
し
ず

つ
上
達
し
、
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

登
別
温
泉
地
区
連
合
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
須
賀
　
武
郎

地
域
力
を
結
集
し
た
資
源
回
収
活
動

し
ま

だ
　
　
　
こ
う
い
ち

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
で
は
、

幌
別
東
小
学
校
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

幌
別
町
の
開
拓
の
力
に
な
っ
た
馬
と

祖
先
に
感
謝
す
る
『
幌
別
駒
お
ど
り
』

を
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　
土
曜
授
業
の
時
間
を
活
用
し
て
、

同
校
の
全
児
童
は
地
域
の
育
成
者
の

指
導
を
受
け
て
『
幌
別
駒
お
ど
り
』

の
踊
り
方
を
習
得
。
踊
り
を
市
民
演

芸
会
で
披
露
す
る
た
め
に
、
一
生
懸

命
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
山
田
　
正
幸

学
校
と
地
域
が
支
え
る
郷
土
芸
能

や
ま

だ
　
　
　
ま
さ
ゆ
き

　
市
連
合
町
内
会
事
業
部
会
は
、
ま

ち
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
う
た

め
、
市
内
を
視
察
研
修
す
る
『
町
内

会
女
性
役
員
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
』

を
開
催
。
約
100
人
の
参
加
者
が
、
郷

土
資
料
館
や
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
、
大

湯
沼
川
天
然
足
湯
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
市
で
暮
ら
し
始
め
て
三
十
数
年
と

な
る
参
加
者
の
一
人
は
「
意
外
と
知

ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
い
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
連
合
町
内
会
事
業
部
会

　
　
　
部
会
長
　
田
渕
　
純
勝

ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見

た
　ぶ
ち
　
　　
す
み
か
つ

す
　
が
　
　
　
た
け
ろ
う

町内会の
いきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

FAX☎84 1 0 7 9 85 7 6 7 4
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室蘭市 伊達市白老町

『赤ちゃんの駅』をご存じですか 伊達市開拓記念館
『ひな祭り』無料開放

特別展『戦争と馬産』

FAX

　戦争に散った多くの命には、兵器
として扱われた馬たちも含まれてい
ます。名馬の産地として名高い北海
道から、戦争のために集められた馬
たちの記録を振り返る展示会です。
　町内外から借り受けた関連資料を
展示します。ぜひお越しください。

▼日時　３月26日㈯～４月17日㈰

▼場所　仙台藩白老元陣屋資料館

▼入館料　大人300円、小・中学生
　150円

▼問い合わせ　仙台藩白老元陣屋資
　料館(☎０１４４85２６６６)

　室蘭市内の公共施設や民間施設な
どに設置している『赤ちゃんの駅』
では、赤ちゃんを連れてお出掛けし
たときのおむつ交換や授乳場所、粉
ミルク用のお湯を提供しています。
お気軽にご利用ください。
　２月１日現在で52カ所ある登録施
設は、室蘭市ホームページ（http:
//www.city.muroran.lg.jp/main
/org4500/akachannoeki.html）
からご覧いただけます。

▼問い合わせ　室蘭市子育て支援室
（☎㉕２４９４）

　冬期間休館していた伊達市開拓記
念館が３月1日㈫から開館します。
　開拓記念館では、伊達家に嫁いだ
歴代の女性達が嫁入り道具として持
参した、道内最古とされるひな人形
を常設展示しています。
　３月３日㈭は同館を無料開放し、
甘酒の振る舞いを行います。

▼開館時間　９時～17時

▼入館料　小学生130円、中･高･大
　学生200円、大人260円

▼問い合わせ　伊達市開拓記念館
（☎０１４２㉓２０６１）

　５月８日㈰開催の『第41回登別こいのぼりマラソン』のボラン
ティアスタッフを募集しています。
　ランナーを応援しながら、楽しくボランティアしませんか。
　ボランティアスタッフの方には特典をご用意しています。

▼問い合わせ　登別こいのぼりマラソン実行委員会事務局（社会教育グループ内・☎88１１２９）

　スポーツエントリー（https://www.sportsentry.ne.jp）または電話
（☎0570－550－846）での申し込みは４月17日㈰まで、払込取扱票で
の申し込みは４月13日㈬まで受け付けています。
　詳しくは、登別こいのぼりマラソンフェイスブックページ（http:
//www.facebook.com/koinoborimarason）をご覧ください。

▼

登別こいのぼりマラソン
　フェイスブックページ
　〈二次元バーコード〉

ランナーも

募集中

▼ボランティアの内容・時間・定員

　※当日の集合場所などについては、個別にご連絡します。
　※同実行委員会でボランティア保険に加入します。

▼申し込み　お好きなボランティア内容を選択し、３月30日㈬までに同実行委員
　会（社会教育グループ内）に電話（☎88１１２９）またはＥメール（syakyou@
  city.noboribetsu.lg.jp）で申し込み

受　　　付　参加者の受付 ７時～９時　　　　　５人
式 典補 助　開会式、閉会式、表彰式の開催補助 ８時～10時30分　　　５人
給　　　水　給水ポイントでランナーに水を渡す ８時～10時30分　　　10人
コース誘導　ランナーや自動車、歩行者の誘導 ８時30分～10時30分　20人
コース準備　交通規制の開始と解除の準備補助 ７時～11時　　　　　20人

種類 内容 時間 定員


